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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信における信号処理のための方法であって、
　信号を受信することと、ここで、前記受信された信号は、第１のセルからの第１のセル
信号と、第２のセルからの第２のセル信号とを備える、
　前記受信された信号に関連する送信スキームを決定することと、前記決定された送信ス
キームは、共通基準信号（ＣＲＳ）の送信スキーム、または、ユーザ機器基準信号（ＵＥ
－ＲＳ）の送信スキームのうちの１つであり、前記決定されたスキームは、前記第２のセ
ル信号の送信スキームである、
　前記決定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記受信された信号を処
理することと、
を備え、
　前記受信された信号を処理することは、
　前記決定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセルからの前
記第２の信号による干渉を、前記受信された信号から除去することを備える、方法。
【請求項２】
　信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリックを計算することを更に備え、
　　前記送信スキームを決定することは、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、送信スキームが前記ＵＥ
－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定することと、
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　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、送信スキームが前記ＣＲＳの送
信スキームを含んでいると決定することとを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信された信号のデータ部分における共分散を少なくとも測定することにより、前
記受信された信号に関連付けられたランクを検出することを更に備え、
　　前記送信スキームを決定することは、
　　電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳ
の送信スキームを含んでいると決定することと、ここで、前記電力メトリックは少なくと
も前記ランクに基づいている、
　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、送信スキームが前記ＣＲＳの送信
スキームを含んでいると決定することとを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信された信号のデータ部分における共分散を少なくとも測定することにより、前
記受信された信号に関連付けられたランクを検出することと、
　少なくとも前記ランクに部分的に基づいて、信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリックを計算
することとを更に備え、
　　前記送信スキームを決定することは、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、送信スキームが前記ＵＥ
－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、送信スキームが前記ＣＲＳの送
信スキームを含んでいると決定することとを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　無線通信における信号処理のための方法であって、
　信号を受信することと、ここで、前記信号は、第１のセルからの第１のセル信号と、第
２のセルからの第２のセル信号とを含む、
　前記受信された信号に関係付けられた送信スキームを決定するために、前記受信された
信号に関連付けられたランクを使用するかを決定することと、
　前記第２のセル信号の前記送信スキームを決定することと、
　少なくとも前記決定された送信スキームに部分的に基づいて、前記受信された信号を処
理することとを備え、
　前記受信された信号を処理することは、
　前記決定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセルからの前
記第２の信号による干渉を、前記受信された信号から除去することを備え、
　前記送信スキームを決定するために前記ランクが使用される場合、前記方法は、更に、
　　前記受信された信号に関連付けられた１つ以上のランクを検出することと、
　　共通基準信号（ＣＲＳ）ポートの数を決定することとを備え、
　　ここで、前記受信された信号に関連付けられた前記１つ以上のランクとＣＲＳポート
の前記数に少なくとも部分的に基づいて、前記送信スキームが、ＣＲＳの送信スキーム、
または、ユーザ機器基準信号（ＵＥ－ＲＳ）の送信スキームを含むかを決定する、方法。
【請求項６】
　　前記受信された信号に関連付けられた前記１つ以上のランクは、前記受信された信号
のデータ・トーンで観察されたランクと、前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンで観察
されたランクとを備え、
　前記送信スキームを決定することは、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数よりも大きいので
あれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定すること
と、
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　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数を超えず、ＣＲＳ
プリコーディングが前記データ・トーンで観察された共分散行列にならないのであれば、
前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定することと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが２よりも大きく、前記ＵＥ－ＲＳトーンで
観察されたランクが、前記データ・トーンで観察されたランクに等しくないのであれば、
前記送信スキームが前記ＣＲＳの送信スキームを含んでいると決定することとを備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記送信スキームを決定するために前記ランクが使用されない場合、前記方法は、さら
に、
　前記信号が単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームによるマルチメディア
・ブロードキャストで受信されたか否か、
　前記受信された信号の送信ダイバーシティ・スキーム、
　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおける変調オーダ、
　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンのデータ・シンボル電力、
　前記受信された信号のデータ・トーン、または、
　第２のセルの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、
　のうちの少なくとも１つを検出することを備える、
　請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記信号が、ＭＢＳＦＮサブフレームで受信されたものとして検出された場合、前記送
信スキームを決定することは、前記送信スキームを前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームとして
識別することを含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記受信された信号の送信ダイバーシティ・スキームが検知された場合、前記方法は、
　　前記受信された信号のレート・マッチング・パターンを検出することを更に備え、
　　前記送信スキームを決定することは、前記レート・マッチング・パターンと前記送信
ダイバーシティ・スキームの様子に基づいて、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信
スキームであると識別することを含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいて変調オーダが検出された場合、前記送
信スキームを決定することは、
　前記変調オーダが直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）ではないのであれば
、前記送信スキームが前記ＣＲＳの送信スキームであると識別することを含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいてデータ・シンボル電力が検出された場
合、前記送信スキームを決定することは、
　前記データ・シンボル電力が前記ＵＥ－ＲＳトーンをまたいで変化するのであれば、前
記送信スキームは前記ＣＲＳの送信スキームであると識別することを含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信された信号のデータ・トーンが検出された場合、前記方法は更に、
　前記受信された信号のデータ・トーンにおける共分散を推定することを備え、
　　前記推定された共分散が、ＣＲＳチャネル・コードブックと、ＣＲＳチャネルおよび
送信ダイバーシティ・スキームと、または、ＣＲＳチャネルおよびサイクリック遅延ダイ
バーシティ・スキームと、のうちの少なくとも１つにも対応していないのであれば、前記
送信スキームを決定することは、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームであ
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ると識別することを含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のセルのＰＤＣＣＨが検出された場合、前記方法は更に、
　　前記第２のセルのＰＤＣＣＨを復号することを備え、
　　前記送信スキームを決定することは、前記第２のセルの前記復号されたＰＤＣＣＨに
基づいて、前記送信スキームを識別することとを含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　　無線通信における信号処理装置であって、
　メモリと、
　少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　信号を受信し、ここで、前記信号は、少なくとも第１のセルからの第１のセル信号と、
第２のセルからの第２のセル信号とを含む、
　前記受信された信号と関連した送信スキームを決定し、ここで、前記決定された送信ス
キームは、共通基準信号（ＣＲＳ）の送信スキーム、または、ユーザ機器基準信号（ＵＥ
－ＲＳ）の送信スキームのうちの１つである、前記決定されたスキームは、前記第２のセ
ル信号の送信スキームである、
　前記決定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記受信された信号を処
理するように構成され、
　前記受信された信号を処理することは、
　前記決定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセルからの前
記第２の信号による干渉を、前記受信された信号から除去することを備える、装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリックを計算するよ
うに更に構成され、
　　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、送信スキームが前記ＵＥ
－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、送信スキームが前記ＣＲＳの送
信スキームを含んでいると決定することと、
　によって前記送信スキームを決定するように構成された、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信された信号のデータ部分における共分散
を少なくとも測定することにより、前記受信された信号に関連付けられたランクを検出す
るように更に構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳ
の送信スキームを含んでいると決定することと、ここで、前記電力メトリックは少なくと
も前記ランクに基づいている、
　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、送信スキームが前記ＣＲＳの送信
スキームを含んでいると決定することとによって、前記送信スキームを決定するように構
成された、
　請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記受信された信号のデータ部分における共分散を少なくとも測定することにより、前
記受信された信号に関連付けられたランクを検出し、
　少なくとも前記ランクに部分的に基づいて、信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリックを計算
するように更に構成され、
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　　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、送信スキームが前記ＵＥ
－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、送信スキームが前記ＣＲＳの送
信スキームを含んでいると決定することとによって、前記送信スキームを決定するように
構成された、
　請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　無線通信における信号処理装置であって、
　メモリと、
　少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　　信号を受信し、ここで、前記信号は、少なくとも第１のセルからの第１のセル信号と
、第２のセルからの第２のセル信号とを含む、
　前記受信された信号に関連付けられた送信スキームを決定するために、前記受信された
信号に関連付けられたランクを使用するかを決定し、
　　前記第２のセル信号の前記送信スキームを決定し、
　　前記決定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記受信された信号を
処理するように構成され、前記受信された信号を処理することは、前記決定された送信ス
キームに少なくとも部分的に基づいて、第２のセルからの第２の信号による干渉を、前記
受信された信号から除去することを備え、
　前記送信スキームを決定するために前記ランクが使用される場合、前記少なくとも１つ
のプロセッサは、更に、
　　前記受信された信号に関連付けられた１つ以上のランクを検出し、
　　共通基準信号（ＣＲＳ）ポートの数を決定し、
　　ここで、前記受信された信号に関連付けられた前記１つ以上のランクとＣＲＳポート
の前記数に少なくとも部分的に基づいて、前記送信スキームが、ＣＲＳの送信スキーム、
または、ユーザ機器基準信号（ＵＥ－ＲＳ）の送信スキームを含むかを決定される、装置
。
【請求項１９】
　　前記受信された信号に関連付けられた前記１つ以上のランクは、前記受信された信号
のデータ・トーンで観察されたランクと、前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンで観察
されたランクとを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数よりも大きいので
あれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定すること
と、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数を超えず、ＣＲＳ
プリコーディングが前記データ・トーンで観察された共分散行列にならないのであれば、
前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームを含んでいると決定することと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが２よりも大きく、前記ＵＥ－ＲＳトーンで
観察されたランクが、前記データ・トーンで観察されたランクに等しくないのであれば、
前記送信スキームが前記ＣＲＳの送信スキームを含んでいると決定することとによって、
前記送信スキームを決定するように構成された、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記送信スキームを決定するために前記ランクが使用されない場合、前記少なくとも１
つのプロセッサは、更に、
　前記信号が単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームによるマルチメディア
・ブロードキャストで受信されたか否か、
　前記受信された信号の送信ダイバーシティ・スキーム、
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　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおける変調オーダ、
　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンのデータ・シンボル電力、
　前記受信された信号のデータ・トーン、または、
　第２のセルの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、
　のうちの少なくとも１つを検出するように構成された、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記信号が、ＭＢＳＦＮサブフレームで受信されたものとして検出された場合、前記少
なくとも１つのプロセッサは、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームである
と識別することによって、前記送信スキームを決定するように構成された、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記受信された信号の送信ダイバーシティ・スキームが検知された場合、前記少なくと
も１つのプロセッサは、
　　前記受信された信号のレート・マッチング・パターンを検出するように更に構成され
、
　　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記レート・マッチング・パターンと前記送信
ダイバーシティ・スキームの様子に基づいて、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信
スキームであると識別することによって前記送信スキームを決定するように構成された、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいて変調オーダが検出された場合、前記少
なくとも１つのプロセッサは、
　前記変調オーダが直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）ではないのであれば
、前記送信スキームが前記ＣＲＳの送信スキームであると識別することによって前記送信
スキームを決定するように構成された、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいてデータ・シンボル電力が検出された場
合、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記データ・シンボル電力が前記ＵＥ－ＲＳトーンをまたいで変化するのであれば、
前記送信スキームは前記ＣＲＳの送信スキームであると識別することによって前記送信ス
キームを決定するように構成された、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２５】
　前記受信された信号のデータ・トーンが検出された場合、前記少なくとも１つのプロセ
ッサは、更に、
　　前記受信された信号のデータ・トーンにおける共分散を推定するように構成され、
　　前記推定された共分散が、ＣＲＳチャネル・コードブックと、ＣＲＳチャネルおよび
送信ダイバーシティ・スキームと、または、ＣＲＳチャネルおよびサイクリック遅延ダイ
バーシティ・スキームと、のうちの少なくとも１つにも対応していないのであれば、前記
少なくとも１つのプロセッサは、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳの送信スキームであ
ると識別することによって前記送信スキームを決定するように構成された、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第２のセルのＰＤＣＣＨが検出された場合、前記少なくとも１つのプロセッサは、
更に、
　　前記第２のセルのＰＤＣＣＨを復号するように構成され、
　　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のセルの前記復号されたＰＤＣＣＨに
基づいて、前記送信スキームを識別することによって前記送信スキームを決定するように
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構成された、
　請求項２０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本出願は、２０１１年１１月７日に出願され"REFERENCE SIGNAL DETECTION"（基準信号
検出）と題された米国仮出願６１／５５６，５９６号と、２０１２年５月９日に出願され
"REFERENCE SIGNAL DETECTION"（基準信号検出）と題された米国出願１３／４６７，９４
５号との利益を主張する。これらは、本出願の譲受人に譲渡され、その内容は、全体が、
本明細書において参照によって明確に組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に、通信システムに関し、さらに詳しくは、無線通信システムにおける
基準信号検出に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、例えば電話技術、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロ
ードキャストのようなさまざまな通信サービスを提供するように広く開発された。一般に
、無線通信システムは、利用可能なシステム・リソース（例えば、帯域幅、送信電力）を
共有することにより、複数のユーザとの通信をサポートすることができる多元接続技術を
適用しうる。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交
周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングル・キャリア周波数分割多元接続（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同時符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）シ
ステムを含む。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、異種の無線デバイスが、市レベル、国レベル、地方レベル、
あるいは地球レベルでさえも通信することを可能にする共通のプロトコルを提供するため
に、さまざまな通信規格に採用されている。新興の通信規格の一例は、ロング・ターム・
イボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナシップ計画（３ＧＰＰ
）によって公布されたユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴＳ）モバイル規格に
対する強化のセットである。これは、スペクトル効率を改善することによってモバイル・
ブロードバンド・インターネット・アクセスを良好にサポートし、コストを低減し、サー
ビスを改善し、新たなスペクトルを活用し、ダウンリンク（ＤＬ）においてＯＦＤＭＡを
、アップリンク（ＵＬ）においてＳＣ－ＦＤＭＡを、および、複数入力複数出力（ＭＩＭ
Ｏ）アンテナ技術を用いて他のオープンな規格と良好に統合するように設計されている。
しかしながら、モバイル・ブロードバンド・アクセスに対する需要が増加し続けているの
で、ＬＴＥ技術におけるさらなる改良の必要性がある。好適には、これらの改良は、これ
らの技術を適用するその他の多元接続技術および通信規格に適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　本明細書に記載されるように、本開示の態様は、装置（例えば、基地局、アクセス・ポ
イント等）が、ＣＲＳベースの送信スキームを用いて送信しているか、または、ＵＥ－Ｒ
Ｓベースの送信スキームを用いて送信しているかを識別することに関する。このような検
出は、近隣セルの干渉除去（ＩＣ）のために必要でありうる。なぜなら、ＵＥは、どの送
信スキームが近隣セルによって使用されているのかを知らないことがありうるからである
。例えば、ＵＥは、サービス提供セルの送信スキームを知っているかもしれないが、近隣
の非サービス提供セルの送信スキームを知らないかもしれない。そのため、本開示の態様
は、近隣セルの送信スキームまたは送信モードを識別または判定し、その後、近隣セルか
ら受信した干渉信号に干渉除去（ＩＣ）を適用するためにブラインド検出アルゴリズムを
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提供する。実施では、干渉除去（ＩＣ）は、ＰＤＳＣＨ　ＩＣを含みうる。他の実施では
、ＣＲＳ対ＵＥ－ＲＳ検出スキームが、ＰＤＳＣＨ　ＩＣを含まない、または、複数のセ
ルを含まない、その他のシナリオにおいて使用されうる。さらに、本明細書に記載された
検出技術は、受信された信号に基づきうる。しかしながら、ＰＤＳＣＨ　ＩＣに関し、本
明細書に記載された検出技術は、推定されたサービス提供セル信号を、受信された信号か
ら引くことに基づきうることが注目されるべきである。例えば、サービス提供セル信号は
、キャンセルされうる。そして、残りの信号は、サービス提供セル信号を、受信された信
号から引いたものである。
【０００６】
　本開示の態様によれば、無線通信における干渉を除去するための方法、装置、およびコ
ンピュータ・プログラム製品は、第１のセルからの第１のセル信号と、第２のセルからの
第２のセル信号とを含む信号を受信することと、第２のセル信号の送信スキームを検出す
ることと、送信スキームが、共通基準信号（ＣＲＳ）ベースの送信スキームを備えている
か、ＵＥ基準信号（ＵＥ－ＲＳ）ベースの送信スキームを備えているかを判定することと
、判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、第２のセル信号による、受信
された信号からの干渉を除去することと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、ネットワーク・アーキテクチャの例を例示する図解である。
【図２】図２は、アクセス・ネットワークの例を例示する図解である。
【図３】図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図解である。
【図４】図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図解である。
【図５】図５は、ユーザおよび制御プレーンのためのラジオ・プロトコル・アーキテクチ
ャの例を例示する図解である。
【図６】図６は、アクセス・ネットワークにおけるイボルブド・ノードＢおよびユーザ機
器の例を例示する図解である。
【図７】図７は、ヘテロジニアスなネットワークにおける範囲拡張セルラ領域を例示する
図解である。
【図８】図８は、典型的な方法を例示する図解である。
【図９】図９は、無線通信における干渉を除去するための方法を例示する図解である。
【図９Ａ】図９Ａは、無線通信における干渉を除去する方法を例示する図解である。
【図１０】図１０は、無線通信における干渉を除去するための方法を例示する図解である
。
【図１１】図１１は、無線通信における干渉を除去するための方法を例示する図解である
。
【図１２】図１２は、無線通信における干渉を除去するための方法を例示する図解である
。
【図１３】図１３は、無線通信における干渉を除去するための方法を例示する図解である
。
【図１４】図１４は、典型的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデー
タ・フローを例示する概念的なデータ・フロー図である。
【図１５】図１５は、処理システムを適用する装置のためのハードウェア実装の例を例示
する図解である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　添付図面とともに以下に説明する詳細説明は、さまざまな構成の説明として意図されて
おり、本明細書に記載された概念が実現される唯一の構成を表すことは意図されていない
。この詳細説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供することを目的とした具体的な詳
細を含んでいる。しかしながら、これらの概念は、これら具体的な詳細無しで実現されう
ることが当業者に明らかになるであろう。いくつかの事例では、周知の構成および構成要
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素が、このような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示されている
。
【０００９】
　通信システムのいくつかの態様が、さまざまな装置および方法に対する参照を用いて表
されうる。これらの装置および方法は、さまざまなブロック、モジュール、構成要素、回
路、ステップ、処理、アルゴリズム等（集合的に「要素」と称される）によって、後述す
る詳細説明に記述されており、添付図面に例示される。これらの要素は、電子ハードウェ
ア、コンピュータ・ソフトウェア、またはこれら任意の組み合わせを用いて実現されうる
。これらの要素がハードウェアとしてまたはソフトウェアとして実現されるかは、特定の
アプリケーションおよびシステム全体に課せられている設計制約に依存する。
【００１０】
　例として、要素、要素の任意の部分、または、要素の任意の組み合わせは、１または複
数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実現されうる。プロセッサの例は、マイ
クロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィール
ド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、ステート・マシン、ゲート・ロジック、ディスクリート・ハードウェア回路、およ
びこの開示の全体にわたって記載されたさまざまな機能を実行するように構成されたその
他の適切なハードウェアを含んでいる。処理システムにおける１または複数のプロセッサ
は、ソフトウェアを実行しうる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミド
ルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはその他で称されるに関わらず
、命令群、命令群セット、コード、コード・セグメント、プログラム・コード、プログラ
ム、サブプログラム、ソフトウェア・モジュール、アプリケーション、ソフトウェア・ア
プリケーション、パッケージ・ソフト、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行形
式、実行スレッド、手順、機能等を意味するように広く解釈されるものとする。
【００１１】
　したがって、１または複数の典型的な実施形態では、記載された機能は、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、あるいはそれらの任意の組み合わせによって実現され
うる。ソフトウェアで実現される場合、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体上に
格納されるか、あるいは、コンピュータ読取可能な媒体上の１または複数の命令群または
コードとして符号化されうる。コンピュータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体を
含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうる利用可能な任意の媒体である
。例として、限定することなく、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁
気ディスク記憶装置またはその他の磁気記憶デバイス、あるいは、所望のプログラム・コ
ード手段を命令群またはデータ構造の形式で搬送または格納するために使用され、しかも
、コンピュータによってアクセスされうるその他任意の媒体を備えうる。本明細書で使用
されるようにディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ｄｉｓｃ
）（ＣＤ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途
ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、Ｂｌ
ｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。ここで、ｄｉｓｋは通常、データ
を磁気的に再生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いてデータを光学的に再生する。前述した組
み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１２】
　図１は、ＬＴＥネットワーク・アーキテクチャ１００を例示する図解である。ＬＴＥネ
ットワーク・アーキテクチャ１００は、イボルブド・パケット・システム（ＥＰＳ）１０
０と称されうる。ＥＰＳ１００は、１または複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２、イボルブ
ドＵＭＴＳ地上ラジオ・アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４、イボルブド
・パケット・コア（ＥＰＣ）１１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０、およびオペ
レータのＩＰサービス１２２を含みうる。ＥＰＳは、他のアクセス・ネットワークと相互
接続しうるが、簡略のために、これらエンティティ／インタフェースは図示していない。
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図示されるように、ＥＰＳは、パケット交換サービスを提供する。しかしながら、当業者
であれば容易に認識するであろうが、本開示にわたって示されているさまざまな概念は、
回路交換サービスを提供しているネットワークに拡張されうる。
【００１３】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、イボルブド・ノードＢ（ｅＮＢ）１０６およびその他のｅＮＢ１０
８を含んでいる。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２向けのユーザ・プレーン・プロトコル終端
および制御プレーン・プロトコル終端を提供する。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インタフェース
（例えば、バックホール）を経由して他のｅＮＢ１０８に接続されうる。ｅＮＢ１０６は
また、当業者によって、基地局、基地トランシーバ局、ラジオ基地局、ラジオ・トランシ
ーバ、トランシーバ機能、基本サービス・セット（ＢＳＳ）、拡張サービス・セット（Ｅ
ＳＳ）、またはその他いくつかの適切な用語として称されうる。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１
０２のために、ＥＰＣ１１０にアクセス・ポイントを提供する。ＵＥ１０２の例は、セル
ラ電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携
帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディア・デバイス、
ビデオ・デバイス、デジタル・オーディオ・プレーヤ（例えば、ＭＰ３プレーヤ）、カメ
ラ、ゲーム機、またはその他の類似の機能デバイスを含む。ＵＥ１０２はまた、当業者に
よって、移動局、加入者局、モバイル・ユニット、加入者ユニット、無線ユニット、遠隔
ユニット、モバイル・デバイス、無線デバイス、無線通信デバイス、遠隔デバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、無線端末、遠隔端末、ハンドセット、ユー
ザ・エージェント、モバイル・クライアント、クライアント、またはその他いくつかの適
切な用語で称されうる。
【００１４】
　ｅＮＢ１０６は、Ｓ１インタフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１
０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、その他のＭＭＥ１１４、サービス
提供ゲートウェイ１１６、およびパケット・データ・ネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
イ１１８を含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処
理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を提供する。す
べてのユーザＩＰパケットは、ＰＤＮゲートウェイ１１８に接続されているサービス提供
ゲートウェイ１１６を介して転送される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥにＩＰアド
レス割当のみならず、その他の機能も提供する。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、オペレー
タのＩＰサービス１２２に接続される。オペレータのＩＰサービス１２２は、インターネ
ット、イントラネット、ＩＰマルチメディア・サブシステム（ＩＭＳ）、およびＰＳスト
リーミング・サービス（ＰＳＳ）を含んでいる。
【００１５】
　図２は、ＬＴＥネットワーク・アーキテクチャにおけるアクセス・ネットワーク２００
の例を例示する図解である。この例では、アクセス・ネットワーク２００は、多くのセル
ラ領域（セル）２０２に分割される。１または複数の低電力クラスのｅＮＢ２０８は、こ
れらセル２０２のうちの１または複数とそれぞれオーバラップするセルラ領域２１０を有
しうる。低電力クラスｅＮＢ２０８は、例えば、遠隔ラジオ・ヘッド（ＲＲＨ）でありう
る。あるいは、低電力クラスｅＮＢ２０８は、フェムト・セル（例えば、ホームｅＮＢ（
ＨｅＮＢ））、ピコ・セル、またはミクロ・セルでありうる。マクロｅＮＢ２０４はおの
おの、各セル２０２に割り当てられ、セル２０２内のすべてのＵＥ２０６のためにＥＰＣ
１１０へアクセス・ポイントを提供するように構成されている。アクセス・ネットワーク
２００のこの例では、中央コントローラは存在しないが、別の構成では、中央コントロー
ラが使用されうる。ｅＮＢ２０４は、ラジオ・ベアラ制御、許可制御、モビリティ制御、
スケジューリング、セキュリティ、および、サービス提供ゲートウェイ１１６への接続を
含むすべてのラジオ関連機能を担当する。
【００１６】
　アクセス・ネットワーク２００によって適用される変調および多元接続スキームは、展
開されている特定の通信規格に依存して変動しうる。ＬＴＥアプリケーションでは、周波
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数分割デュプレクス（ＦＤＤ）と時分割デュプレクス（ＴＤＤ）との両方をサポートする
ために、ＤＬでＯＦＤＭが使用され、ＵＬでＳＣ－ＦＤＭＡが使用される。当業者であれ
ば、後述する詳細記載から容易に認識されるように、本明細書で示されたさまざまな概念
が、ＬＴＥアプリケーションにも同様に適合することを認識するであろう。しかしながら
、これらの概念は、その他の変調技術および多元接続技術を適用するその他の通信規格へ
容易に拡張されうる。例によれば、これらの概念は、イボリューション・データ・オプテ
ィマイズド（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）へ拡張
されうる。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリの一部として第３
世代パートナシップ計画２（３ＧＰＰ２）によって公布されたエア・インタフェース規格
であり、移動局へのブロードバンド・インターネット・アクセスを提供するためにＣＤＭ
Ａを適用する。これらの概念は、例えばＴＤ－ＳＣＤＭＡのように、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
－ＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡのその他の派生を適用するユニバーサル地上ラ
ジオ・アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを適用するグローバル移動体通信（ＧＳＭ（登録
商標））にも拡張されうる。ＯＦＤＭＡを適用するイボルブドＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）
、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆ
ｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ　８
０２．２０、およびフラッシュＯＦＤＭ、ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、
およびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵ
ＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。適用されている実際の無線通信規
格および多元接続技術は、特定のアプリケーションと、システムに課せられている全体的
な設計制約とに依存するであろう。
【００１７】
　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有しうる。ＭＩＭＯ技
術を使用することにより、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送
信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用できるようになる。空間多重化は
、同じ周波数で、異なるデータ・ストリームを同時に送信するために使用されうる。デー
タ・ストリームは、データ・レートを高めるために単一のＵＥ２０６へ、全体的なシステ
ム容量を高めるために複数のＵＥ２０６へ、送信されうる。これは、各データ・ストリー
ムを空間的にプリコードし（すなわち、振幅およびフェーズのスケーリングを適用し）、
空間的にプリコードされた各ストリームを、ＤＬで、複数の送信アンテナを介して送信す
ることによって達成される。この空間的にプリコードされたデータ・ストリームは、異な
る空間シグニチャを持つＵＥ（単数または複数）２０６に到着する。これによって、ＵＥ
（単数または複数）２０６のおのおのは、ＵＥ２０６のために指定された１または複数の
データ・ストリームを復元できるようになる。ＵＬでは、おのおののＵＥ２０６が、空間
的にプリコードされたデータ・ストリームを送信する。これによって、ｅＮＢ２０４は、
空間的にプリコードされた各データ・ストリームのソースを識別できるようになる。
【００１８】
　チャネル条件が良好な場合、空間多重化が一般に使用される。チャネル条件がさほど好
ましくない場合、送信エネルギを１または複数の方向に集中させるためにビームフォーミ
ングが使用されうる。これは、複数のアンテナを介した送信のために、データを空間的に
プリコードすることによって達成されうる。セルの端部における良好な有効通信範囲を達
成するために、単一のストリーム・ビームフォーミング送信が、送信ダイバーシティと組
み合わされて使用されうる。
【００１９】
　以下に続く詳細説明では、アクセス・ネットワークのさまざまな態様が、ＤＬでＯＦＤ
ＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して記述されるだろう。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシ
ンボル内の多くのサブキャリアにおいてデータを変調するスペクトル拡散技術である。サ
ブキャリアは、正確な周波数で隔離されている。この間隔は、受信機が、サブキャリアか
らデータを復元することを可能にする「直交性」を提供する。時間領域では、ＯＦＤＭ間
シンボル干渉と格闘するために、各ＯＦＤＭシンボルにガード間隔（例えば、サイクリッ
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ク・プレフィクス）が追加されうる。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＲＲ）を補
償するために、ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用しうる。
【００２０】
　図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンク（ＤＬ）フレーム構造の例を例示する図解３００
である。フレーム（１０ミリ秒）が、等しいサイズの１０のサブフレームに分割されうる
。おのおののサブフレームは、２つの連続する時間スロットを含みうる。おのおのがリソ
ース・ブロックを含む２つの時間スロットを表すために、リソース・グリッドが使用され
うる。リソース・グリッドは、複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソース
・ブロックは、おのおののＯＦＤＭシンボルにおける通常のサイクリック・プレフィクス
について、周波数領域において１２の連続するサブキャリアを、時間領域において７つの
連続するＯＦＤＭシンボルを、すなわち、８４のリソース要素を含んでいる。拡張された
サイクリック・プレフィクスのために、リソース・ブロックは、時間領域において６つの
連続したＯＦＤＭシンボルを含み、７２のリソース要素を有する。Ｒ３０２，３０４とし
て示されるような、リソース要素のいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。リ
ソース要素のうちのいくつかは、データ３０６を含みうる。図３に図示されるように、Ｄ
Ｌ－ＲＳは、セル特有ＲＳ（ＣＲＳ）（共通ＲＳと称されうる）３０２およびＵＥ特有Ｒ
Ｓ（ＵＥ－ＲＳ）３０４（アンテナ・ポート９構成またはアンテナ・ポート１０構成で図
示される）を含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
がマップされるリソース・ブロックで送信される。そのため、ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応
する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマップされるリソース・ブロックのみにおい
て送信される。各リソース要素によって伝送されるビット数は、変調スキームに依存する
。したがって、ＵＥが受信するリソース・ブロックが増え、変調スキームが高くなると、
ＵＥのためのデータ・レートが高くなる。
【００２１】
　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図解４００である。ＵＬのた
めに利用可能なリソース・ブロックは、データ・セクションおよび制御セクションに分割
されうる。制御セクションは、システム帯域幅の２つの端部において形成され、設定可能
なサイズを有しうる。制御セクションにおけるリソース・ブロックは、制御情報の送信の
ために、ＵＥへ割り当てられうる。データ・セクションは、制御セクションに含まれてい
ないすべてのリソース・ブロックを含みうる。このＵＬフレーム構造の結果、データ・セ
クションは、連続するサブキャリアを含むようになる。これによって、データ・セクショ
ンにおいて連続するサブキャリアのすべてが単一のＵＥに割り当てられるようになる。
【００２２】
　ＵＥは、ｅＮＢへ制御情報を送信するために、制御セクションにおいてリソース・ブロ
ック４１０ａ，４１０ｂを割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅＮＢへデータを送信するた
めに、データ・セクションにおいてリソース・ブロック４２０ａ，４２０ｂを割り当てら
れうる。ＵＥは、制御セクションにおいて割り当てられたリソース・ブロックで、物理Ｕ
Ｌ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で制御情報を送信しうる。ＵＥは、データ・セクションに
おいて割り当てられたリソース・ブロックで、物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）で、
データのみ、または、データと制御情報との両方を送信しうる。ＵＬ送信は、サブフレー
ムの両スロットにおよび、周波数をまたいでホップしうる。
【００２３】
　物理ランダム・アクセス・チャネル（ＰＲＡＣＨ）４３０における初期システム・アク
セスの実行と、ＵＬ同期の達成とのために、リソース・ブロックのセットが使用されうる
。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダム・シーケンスを伝送するが、どのＵＬデータ／シグナリ
ングも伝送することができない。ランダム・アクセス・プリアンブルはおのおの、６つの
連続するリソース・ブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は、ネットワーク
によって指定される。すなわち、ランダム・アクセス・プリアンブルの送信は、ある時間
リソースおよび周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨのための周波数ホッピングは無
い。ＰＲＡＣＨ試行は、単一のサブフレーム（１ミリ秒）で伝送されるか、少数の連続し
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たサブフレームのシーケンスで伝送されうる。そして、ＵＥは、フレーム（１０ミリ秒）
毎に１回のＰＲＡＣＨ試行しか行わないことがある。
【００２４】
　図５は、ＬＴＥにおけるユーザ・プレーンおよび制御プレーンのためのラジオ・プロト
コル・アーキテクチャの例を例示する図解５００である。ＵＥおよびｅＮＢのためのラジ
オ・プロトコル・アーキテクチャが、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、お
よびレイヤ３を用いて図示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位レイヤであり、さ
まざまな物理レイヤ信号処理機能を実施する。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５
０６と称されるだろう。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６上にあり、
物理レイヤ６０６を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００２５】
　ユーザ・プレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ
５１０と、ラジオ・リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２と、パケット・データ収束プ
ロトコル（ＰＤＣＰ）サブレイヤ５１４とを含む。これらは、ネットワーク側におけるｅ
ＮＢにおいて終端する。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側におけるＰＤＮゲ
ートウェイ１１８で終了するネットワーク・レイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）を含む、Ｌ２
レイヤ５０８上のいくつかの上部レイヤと、（例えば、遠くのエンドＵＥ、サーバ等のよ
うな）接続の他端において終了するアプリケーション・レイヤとを有しうる。
【００２６】
　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なるラジオ・ベアラと論理チャネルとの間の多重化を
提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、ラジオ送信オーバヘッドを低減するための
上部レイヤ・データ・パケットのためのヘッダ圧縮、データ・パケットを暗号化すること
によるセキュリティ、および、ｅＮＢ間のＵＥのためのハンドオーバ・サポートを提供す
る。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上部レイヤ・データ・パケットのセグメント化および再
アセンブル、喪失したデータ・パケットの再送信、および、ハイブリッド自動反復要求（
ＨＡＲＱ）による順不同な受信を補償するためのデータ・パケットの並べ替えを提供する
。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルと伝送チャネルとの間の多重化を提供する。
ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセル内のさまざまなラジオ・リソース（例えば、
リソース・ブロック）を、ＵＥ間に割り当てることをも担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまた、ＨＡＲＱ動作をも担当する。
【００２７】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのためのラジオ・プロトコル・アーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能が無いことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）にラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含んでいる。ＲＲＣサブレイ
ヤ５１６は、ラジオ・リソース（すなわち、ラジオ・ベアラ）を取得することと、ＲＲＣ
シグナリングを用いてｅＮＢとＵＥとの間に下部レイヤを設定することと、を担当する。
【００２８】
　図６は、アクセス・ネットワークにおいてＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コア・ネットワークからの上部レイヤ・パケットが、コント
ローラ／プロセッサ６７５へ提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイ
ヤの機能を実現する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、さまざまな優先度
判定基準に基づいて、ヘッダ圧縮、暗号化、パケット・セグメント化および並べ替え、論
理チャネルと伝送チャネルとの間の多重化、および、ＵＥ６５０へのラジオ・リソース割
当を提供する。さらに、コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、喪失パ
ケットの再送信、およびＵＥ６５０へのシグナリングを担当する。
【００２９】
　ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のためのさまざまな信
号処理機能を実施する。この信号処理機能は、ＵＥ６５０におけるフォワード誤り訂正（
ＦＥＣ）を容易にするための符号化およびインタリービング、および、さまざまな変調ス
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キーム（例えば、バイナリ・フェーズ・シフト・キーイング（ＢＰＳＫ）、直交フェーズ
・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍフェーズ・シフト・キーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、
Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づく信号コンステレーションへのマッピング、を含
む。符号化および変調されたシンボルは、その後、並行なストリームへ分割される。おの
おののストリームはその後、ＯＦＤＭサブキャリアへマップされ、時間領域および／また
は周波数領域において基準信号（例えば、パイロット）とともに多重化され、その後、逆
高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を用いてともに結合されることにより、時間領域ＯＦＤＭ
シンボル・ストリームを伝送する物理チャネルが生成される。このＯＦＤＭストリームは
、空間的にプリコードされ、複数の空間ストリームが生成される。チャネル推定器６７４
からのチャネル推定値は、空間処理のためのみならず、符号化および変調スキームを判定
するためにも使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信されたチャネル
条件フィードバックおよび／または基準信号から導出されうる。おのおのの空間ストリー
ムはその後、個別の送信機６１８ＴＸを介して別々のアンテナ６２０へ提供される。おの
おのの送信機６１８ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャ
リアを変調する。
【００３０】
　ＵＥ６５０では、おのおのの受信機６５４ＲＸが、それぞれのアンテナ６５２を介して
信号を受信する。おのおのの受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリアにおいて変調された情報
を復元し、この情報を、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６へ提供する。ＲＸプロセッサ６５
６は、Ｌ１レイヤのさまざまな信号処理機能を実施する。ＲＸプロセッサ６５６は、この
情報に対して空間処理を実行し、ＵＥ６５０のために向けられた任意の空間ストリームを
復元する。複数の空間ストリームが、ＵＥ６５０に向けられている場合、これらは、ＲＸ
データ・プロセッサ６５６によって、単一のＯＦＤＭシンボル・ストリームへ結合されう
る。ＲＸプロセッサ６５６は、その後、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を用いて、ＯＦＤＭ
シンボル・ストリームを、時間領域から周波数領域へ変換する。周波数領域信号は、ＯＦ
ＤＭ信号のおのおののサブキャリアの個別のＯＦＤＭシンボル・ストリームを備える。お
のおののサブキャリアにおけるシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ６１０によって送信
された最も可能性の高いコンステレーション・ポイントを判定することによって復元およ
び復調される。これら軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定
値に基づきうる。これら軟判定はその後、復号およびデインタリーブされ、物理チャネル
上でｅＮＢ６１０によって送信されたオリジナルのデータ信号および制御信号が復元され
る。データ信号および制御信号はその後、コントローラ／プロセッサ６５９へ提供される
。
【００３１】
　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／プロセッ
サは、プログラム・コードおよびデータを格納するメモリ６６０に関連付けられうる。メ
モリ６６０は、コンピュータ読取可能な媒体と称されうる。ＵＬでは、制御／プロセッサ
６５９は、コア・ネットワークからの上部レイヤ・パケットを復元するために、伝送チャ
ネルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケット再アセンブリ、解読、ヘッダ伸張、制御
信号処理を提供する。Ｌ２レイヤ上のすべてのプロトコル・レイヤを表す上部レイヤ・パ
ケットは、その後、データ・シンク６６２へ提供される。Ｌ３処理のためにも、データ・
シンク６６２へさまざまな制御信号が提供されうる。コントローラ／プロセッサ６５９は
また、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにアクノレッジメント（ＡＣＫ）および／または
否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）プロトコルを用いて、誤り検出を担当する。
【００３２】
　ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ６５９へ上部レイヤ・パケットを提供するために
、データ・ソース６６７が使用される。データ・ソース６６７は、Ｌ２レイヤ上のすべて
のプロトコル・レイヤを表す。ｅノードＢ６１０によるＤＬ送信に関して記載された機能
と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、暗号化、パケット・セグメ
ント化および並べ替え、および、ｅＮＢ６１０によるラジオ・リソース割当に基づく論理
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チャネルと伝送チャネルとの間の多重化を提供することによって、ユーザ・プレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実現する。さらに、コントローラ／プロセッサ６５
９はまた、ＨＡＲＱ動作、喪失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリング
を担当する。
【００３３】
　ｅＮＢ６１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号から、チャネル推定器
６５８によって導出されたチャネル推定値が、適切な符号化スキームおよび変調スキーム
を選択するために、および、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によっ
て使用されうる。ＴＸデータ・プロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、
個別の送信機６５４ＴＸを介して別のアンテナ６５２に提供される。おのおのの送信機６
５４ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する
。
【００３４】
　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して記載されたものと類似した方式で
、ｅＮＢ６１０において処理される。おのおのの受信機６１８ＲＸは、それぞれのアンテ
ナ６２０を介して信号を受信する。おのおのの受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリアへ変調
された情報を復元し、この情報を、ＲＸデータ・プロセッサ６７０へ提供する。ＲＸプロ
セッサ６７０は、Ｌ１レイヤを実現しうる。
【００３５】
　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／プロセッ
サ６７５は、プログラム・コードおよびデータを格納するメモリ６７６に関連付けられう
る。メモリ６７６は、コンピュータ読取可能な媒体と称されうる。ＵＬでは、制御／プロ
セッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上部レイヤ・パケットを復元するために、伝送チャネ
ルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケット再アセンブリ、解読、ヘッダ伸張、制御信
号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上部レイヤ・パケットは、コ
ア・ネットワークへ提供されうる。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動
作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを用いて、誤り検出を
担当する。
【００３６】
　図７は、ヘテロジニアスなネットワークにおけるセル範囲拡張（ＣＲＥ）領域を例示す
る図解７００である。例えばピコ７１０ｂのような低電力クラスｅＮＢは、領域７０２を
越えて伸びるＣＲＥ領域７０３を有しうる。低電力クラスｅＮＢは、ピコｅＮＢに限定さ
れないが、フェムトｅＮＢ、リレー、遠隔ラジオ・ヘッド（ＲＲＨ）等でもありうる。ピ
コｅＮＢ７１０ｂおよびマクロｅＮＢ７１０ａは、エンハンスされたセル間干渉調整技術
を適用し、ＵＥ７２０は、干渉除去を適用しうる。エンハンスされたセル間干渉調整では
、ピコ７１０ｂは、ＵＥ７２０の干渉条件に関する情報を、マクロｅＮＢ７１０ａから受
信する。この情報によって、ピコ７１０ｂは、範囲拡張されたセルラ領域７０３において
ＵＥ７２０にサービス提供することや、ＵＥ７２０が、範囲拡張されたセルラ領域７０３
に入ると、マクロｅＮＢ７１０ａからのＵＥ７２０のハンドオフを受諾することが可能と
なる。
【００３７】
　図８は、典型的な方法を例示する図解８００である。図８に図示されるように、ＵＥ８
０２は、第１のセル８０４から制御情報８０８を受信する。制御情報８０８は、第２のセ
ル８０６から発せられた第２のセル信号８１４による干渉を除去するための情報を含む。
第１のセル８０４は、サービス提供セルでありうる。第２のセル８０６は、近隣セルであ
りうる。ＵＥ８０２は、第１のセル信号８１２と第２のセル信号８１４とを含む信号８１
２／８１４を受信しうる。ここで、第１のセル信号８１２は、第１のセル８０４から発せ
られる。ＵＥ８０２は、制御情報８０８を受信することに連携して、ブラインド検出を用
いて、第２のセル信号８１４による干渉を、受信された信号８１２／８１４から除去しう
る。
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【００３８】
　第２のセル信号８１４は、例えば、一次同期信号（ＰＳＳ）、二次同期信号（ＳＳＳ）
、物理ブロードキャスト・チャネル（ＰＢＣＨ）、ＣＲＳ、復調基準信号（ＤＲＳ）、チ
ャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、物理制御フォーマット・インジケータ・チャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッド自動反復要求インジケータ・チャネル（ＰＨＩ
ＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、ＰＤＳＣＨ等のような多くの物
理チャネルおよび／または信号のうちの任意の１つでありうる。説明を単純にするために
、制御情報８０８がＰＤＣＣＨで受信され、第１のセル信号８１２がＰＤＳＣＨであり、
第２のセル信号８１４がＰＤＳＣＨであり、ＰＤＳＣＨをスケジュールする信号８１０が
ＰＤＣＣＨであることが仮定される。ＰＤＣＣＨ８１０は、第２のセル信号８１４による
干渉を信号８１２／８１４から除去するために必要な情報のほとんどすべて（トラフィッ
ク対パイロット比（ＴＰＲ）を含まない）を含む。しかしながら、ＰＤＣＣＨ８１０を復
号することは、ＵＥ８０２については可能ではないかもしれないので、ＰＤＣＣＨ８０８
は、第２のセル信号８１４による干渉を信号８１２／８１４から除去するために、ＵＥ８
０２が必要とする情報のいくつかまたはすべてを提供しうる。
【００３９】
　ＵＥ８０２は、コードワード・レベル干渉除去（ＣＷＩＣ）および／またはシンボル・
レベル干渉除去（ＳＬＩＣ）を実行するように構成されうる。ＣＷＩＣでは、ＵＥ８０２
は、第２のセル信号８１４における干渉データを復号し、復号されたデータを信号８１２
／８１４から除去することによって、第２のセル信号８１４による干渉を信号８１２／８
１４から除去する。ＳＬＩＣでは、ＵＥ８０２は、第２のセル信号８１４における変調シ
ンボルを検出し、検出された変調シンボルを信号８１２／８１４から除去することによっ
て、第２のセル信号８１４による干渉を信号８１２／８１４から除去する。ＣＷＩＣの場
合、ＵＥ８０２は、空間スキーム、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）、リソース・ブ
ロック（ＲＢ）割当、冗長バージョン（ＲＶ）、および、第２のセル信号８１４に関連付
けられたＴＰＲを知る必要がある。ＳＬＩＣの場合、ＵＥ８０２は、空間スキーム、変調
オーダ、ＲＢ割当、および、第２のセル信号８１４に関連付けられたＴＰＲを知る必要が
ある。
【００４０】
　非ユニキャストＰＤＳＣＨ送信の場合、いくつかのパラメータは固定されているか、ま
たは、ＵＥ８０２に知られている。例えば、非ユニキャストＰＤＳＣＨ送信の場合、変調
オーダはＱＰＳＫであり、空間スキームは、２Ｔｘの場合、空間周波数ブロック符号（Ｓ
ＦＢＣ）であり、４Ｔｘの場合、ＳＦＢＣ－ＦＳＴＤ（周波数切換送信ダイバーシティ）
であり、システム情報ブロック１（ＳＩＢ１）ＰＤＳＣＨのＲＶが知られている。これら
パラメータのうちのいくつかは、推定されうる。例えば、ＵＥ８０２は、変調オーダ、空
間スキーム、ＲＢ割当（例えば、１つの干渉元しか存在しない場合）、およびＴＰＲのう
ちの何れか１つを推定することができうるが、通常は、干渉除去において、いくつかのパ
ラメータが失われる。例えばＭＣＳおよびＲＶのようなその他のパラメータは、推定する
ことがより困難でありうる。
【００４１】
　ＵＥ８０２がＣＷＩＣを実行する場合、制御情報８０８は、空間スキーム、ＭＣＳ、Ｒ
Ｂ割当、ＲＶ、および、第２のセル信号８１４に関連付けられたＴＰＲのうちの少なくと
も１つを含みうる。ＵＥ８０２は、制御情報８０８に含まれていないＣＷＩＣのために必
要なパラメータを推定しうる。ＵＥ８０２がＳＬＩＣを実行する場合、制御情報８０８は
、空間スキーム、変調オーダ、ＲＢ割当、および、第２のセル信号８１４に関連付けられ
たＴＰＲのうちの少なくとも１つを含みうる。ＵＥ８０２は、制御情報８０８に含まれて
いないＳＬＩＣのために必要なパラメータを推定しうる。ＣＷＩＣかＳＬＩＣの何れかの
場合、制御情報はさらに、第２のセル８０６のセル識別子を含みうる。
【００４２】
　本明細書に記載されたように、本開示の態様は、装置（例えば、基地局、アクセス・ポ
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イント等）が、ＣＲＳベースの送信スキームを用いて送信するか、または、ＵＥ－ＲＳベ
ースの送信スキームを用いて送信するかを識別することに関連する。このような検出は、
近隣セルの干渉除去（ＩＣ）のために必要でありうる。なぜなら、ＵＥは、近隣セルによ
ってどの送信スキームが使用されているのかを知らないことがありうるからである。例え
ば、ＵＥは、サービス提供セルの送信スキームを知っているかもしれないが、近隣の非サ
ービス提供セルの送信スキームを知らないかもしれない。そのため、本開示の態様は、近
隣セルから受信した干渉信号に干渉除去（ＩＣ）を適用するために、近隣セルの送信スキ
ームまたは送信モードを識別または判定するブラインド検出アルゴリズムを備える。実施
では、干渉除去（ＩＣ）は、ＰＤＳＣＨ　ＩＣを含みうる。他の実施では、ＣＲＳ対ＵＥ
－ＲＳ検出スキームが、ＰＤＳＣＨ　ＩＣを含まない、または、複数のセルを含まないそ
の他のシナリオにおいて使用されうる。さらに、本明細書に記載された検出技術は、受信
された信号に基づきうる。しかしながら、ＰＤＳＣＨ　ＩＣに関して、本明細書に記載さ
れた検出技術は、推定されたサービス提供セル信号を、受信された信号から引くことに基
づきうることが注目されるべきである。例えば、サービス提供セル信号が除去され、残り
の信号は、サービス提供セル信号を、受信された信号から引いたものである。
【００４３】
　図９は、無線通信における干渉を除去する方法を例示する図解９００である。この方法
は、ＰＤＳＣＨ　ＩＣを含む干渉除去（ＩＣ）が可能なＵＥによって実行されうる。
【００４４】
　ＵＥは、９０２において、信号を受信する。この受信された信号は、第１のセルからの
第１のセル信号と、第２のセルからの第２のセル信号とを含んでいる。実施では、第１の
セルは低電力セルであり、第２のセルは高電力セルでありうる。第１のセルは、サービス
提供セルであり、第２のセルは、非サービス提供セルでありうる。例えば、第１のセルは
、ピコ・セル、フェムト・セル、リレー、遠隔ラジオ・ヘッド等でありうる。受信された
信号は、第１のセルからのＰＤＳＣＨと、第２のセルからのＰＤＳＣＨとを含みうる。
【００４５】
　ＵＥは、９０３において、この受信された信号を、信号の送信スキームを検出する前に
処理しうる。例えば、この受信された信号について、最小平均平方誤差（ＭＭＳＥ）演算
が実行されうる。そのような処理を実行することによって、ＵＥ検出パフォーマンスが高
められうる。しかしながら、受信された信号を処理することは、システム複雑さを増加さ
せる。そのため、システム複雑さを低減することが望まれる場合、ＵＥは、受信された信
号を、信号の送信スキームを検出する前に処理しないだろう。
【００４６】
　ＵＥは、９０４において、第２のセル信号の送信スキームを検出する。送信スキームを
検出するための技術は、受信された信号に基づく。この検出技術は、近隣セル（例えば、
第２のセル）の送信スキームを検出するために、本明細書においてより詳細に記載される
ような、ブラインド検出アルゴリズムを備える。本明細書に記載されたように、干渉除去
は、近隣セルから受信された干渉信号に適用されうる。ＰＤＳＣＨに関し、この検出技術
は、推定されたサービス提供セル信号を、受信された信号から引くことに基づきうる。例
えば、サービス提供セル信号が除去され、残りの信号は、サービス提供セル信号を、受信
された信号から引いたものである。
【００４７】
　ＵＥは、９０６において、送信スキームが、ＣＲＳベースの送信スキームであるか、ま
たは、ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであるかを判定する。ＵＥは、装置（例えば、基
地局、アクセス・ポイント等）が、ＣＲＳベースの送信スキームを用いて送信しているか
、または、例えば図１０－１３において提供されているようなさまざまな技術を用いるＵ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを用いて送信しているかを判定する。
【００４８】
　ＵＥは、９０８において、判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、第
２のセル信号による干渉を、受信された信号から除去する。ＵＥは、近隣セルのＰＤＳＣ
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Ｈ　ＩＣのための検出技術および判定技術を用いる。なぜなら、ＵＥは、近隣セルによっ
て使用されている送信スキームを知らないことがありうるからである。ＵＥは、サービス
提供セルの送信スキームを知っているかもしれないが、近隣の非サービス提供セルの送信
スキームを知らないかもしれない。したがって、ＵＥは、近隣セルから受信した干渉信号
にＰＤＳＣＨ　ＩＣを適用するために、近隣セルの送信モード・スキームを判定するため
に、ブラインド検出を利用する。
【００４９】
　図９Ａは、無線通信における干渉を除去する方法を例示する図解９５０である。図９に
関し、この方法は、ＰＤＳＣＨ　ＩＣを含む干渉除去（ＩＣ）が可能なＵＥによって実行
されうる。
【００５０】
　ＵＥは、９５２において、信号を受信する。この受信された信号は、第１のセルからの
第１のセル信号と、第２のセルからの第２のセル信号とを含んでいる。実施では、第１の
セルは低電力セルであり、第２のセルは高電力セルでありうる。第１のセルは、サービス
提供セルであり、第２のセルは、非サービス提供セルでありうる。例えば、第１のセルは
、ピコ・セル、フェムト・セル、リレー、遠隔ラジオ・ヘッド等でありうる。受信された
信号は、第１のセルからのＰＤＳＣＨと、第２のセルからのＰＤＳＣＨとを含みうる。
【００５１】
　ＵＥは、９５３において、この受信された信号を、信号の送信スキームを検出する前に
処理しうる。例えば、この受信された信号について、最小平均平方誤差（ＭＭＳＥ）演算
が実行されうる。そのような処理を実行することによって、ＵＥ検出パフォーマンスが高
められうる。しかしながら、受信された信号を処理することは、システム複雑さを増加さ
せる。そのため、システム複雑さを低減することが望まれる場合、ＵＥは、受信された信
号を、信号の送信スキームを検出する前に処理しないだろう。
【００５２】
　ＵＥは、９５４において、第２のセル信号の送信スキームを検出する。送信スキームを
検出するための技術は、受信された信号に基づく。この検出技術は、近隣セル（例えば、
第２のセル）の送信スキームを検出するために、ブラインド検出アルゴリズムを備える。
干渉除去は、近隣セルから受信した干渉信号に適用されうる。
【００５３】
　ＵＥは、９５５において、受信された信号のメトリックを計算する。このメトリックは
、ＵＥ－ＲＳトーン位置（例えば、図３参照）において受信された信号に基づいて計算さ
れうる。メトリックの例は、電力メトリックおよびＳＮＲメトリックを含んでいる。さま
ざまな実施において、メトリックは、ＵＥ－ＲＳトーンにおける受信された信号、許可さ
れた拡散シーケンスおよびスクランブリング・シーケンス、および／または、決定された
ランク、または、可能なランクの関数でありうる。ランクは、例えば、受信された信号の
データ・トーンを用いて、メトリックを計算する前に決定されうる。メトリックは、複数
のランク仮説を考慮しうる。また、メトリックは、ＵＥ－ＲＳポート５をサポートするシ
ステムと、サポートしないシステムとにおいて異なりうる。
【００５４】
　９５６において、ＵＥは、計算されたメトリックに基づいて、送信スキームがＵＥ－Ｒ
Ｓベースの送信スキームであるか、または、ＣＲＳベースの送信スキームであるかを判定
する。具体的には、ＵＥは、計算されたメトリックに基づいて、装置（例えば、基地局、
アクセス・ポイント等）が、ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを用いて送信しているか、
または、ＣＲＳベースの送信スキームを用いて送信しているかを判定する。
【００５５】
　ＵＥは、９５８において、判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、第
２のセル信号による干渉を、受信された信号から除去する。したがって、ＵＥは、近隣セ
ルから受信した干渉信号に干渉除去（ＰＤＳＣＨ　ＩＣを含む）を適用するために、近隣
セルの送信モード・スキームを判定するためにブラインド検出を利用する。
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【００５６】
　図１０は、電力メトリックを用いて、無線通信における干渉を除去する方法を例示する
図解１０００である。この方法は、１または複数のパラメータを用いて、送信スキームが
ＣＲＳベースの送信スキームであるか、または、ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームである
かを判定することを含む。この方法は、ＵＥによって、または、ｅＮＢからの送信を受信
するその他のデバイスによって実行されうる。
【００５７】
　デバイスは、１００２において、信号を受信する。この受信された信号は、第１のセル
からの第１のセル信号と、第２のセルからの第２のセル信号とを含んでいる。実施では、
第１のセルは低電力セルであり、第２のセルは高電力セルでありうる。第１のセルは、サ
ービス提供セルであり、第２のセルは、非サービス提供セルでありうる。例えば、第１の
セルは、ピコ・セル、フェムト・セル、リレー、遠隔ラジオ・ヘッド等でありうる。受信
された信号は、第１のセルからのＰＤＳＣＨと、第２のセルからのＰＤＳＣＨとを含みう
る。
【００５８】
　デバイスは、１００４において、第２のセル信号の送信スキームを検出する。デバイス
は、１０２０において、送信スキームを判定するために、受信された信号のランクを用い
るか否かを判定する。用いないのであれば、デバイスは、ステップ１０２２に進みうる。
用いるのであれば、デバイスは、ステップ１０４０に進む。
【００５９】
　デバイスは、１０２２において、この受信された信号の電力メトリックを計算する。デ
バイスは、１０２４において、送信スキームを判定するために、信号対雑音（ＳＮＲ）メ
トリックを用いるか否かを判定する。用いないのであれば、デバイスは、ステップ１０２
６に進みうる。用いるのであれば、デバイスは、ステップ１０３０に進む。
【００６０】
　デバイスは、１０２６において、電力メトリックに関連するしきい値に基づいて、送信
スキームを判定する。例えば、電力メトリックがしきい値δよりも大きいのであれば、デ
バイスは、送信スキームがＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであると判定する。別の例で
は、電力メトリックがしきい値δ以下であれば、デバイスは、送信スキームがＣＲＳベー
スの送信スキームであると判定する。
【００６１】
　デバイスは、１０３０において、この計算された電力メトリックを用いて、ＳＮＲメト
リックを計算する。デバイスは、１０３２において、ＳＮＲメトリックに関連するしきい
値に基づいて送信スキームを判定する。例えば、ＳＮＲメトリックがしきい値δよりも大
きければ、デバイスは、送信スキームがＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであると判定す
る。別の例では、ＳＮＲメトリックがしきい値δ以下であれば、デバイスは、送信スキー
ムがＣＲＳベースの送信スキームであると判定する。
【００６２】
　デバイスは、１０４０において、この受信された信号のデータ部分の共分散を測定する
ことにより、この受信された信号に関連付けられたランクを検出する。デバイスは、１０
４２において、ランク（例えば、受信された信号の検出されたランクに関連する情報）を
用いて、この受信された信号の電力メトリックを計算する。
【００６３】
　デバイスは、１０４４において、送信スキームを判定するために、この計算された電力
メトリックを用いるか否かを決定する。用いないのであれば、デバイスは、ステップ１０
４６に進みうる。用いるのであれば、デバイスは、ステップ１０５０に進む。
【００６４】
　デバイスは、１０４６において、しきい値に基づいて送信スキームを判定する。例えば
、電力メトリックがしきい値δよりも大きいのであれば、デバイスは、送信スキームがＵ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームであると判定する。別の例では、電力メトリックがしきい
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値δ以下であれば、デバイスは、送信スキームがＣＲＳベースの送信スキームであると判
定する。
【００６５】
　デバイスは、１０５０において、ランクを用いて計算された、計算された電力メトリッ
クを用いて、ＳＮＲメトリックを計算する。デバイスは、１０５２において、ＳＮＲメト
リックに関連するしきい値に基づいて送信スキームを判定する。例えば、ＳＮＲメトリッ
クがしきい値δよりも大きければ、デバイスは、送信スキームがＵＥ－ＲＳベースの送信
スキームであると判定する。別の例では、ＳＮＲメトリックが、しきい値δ以下であれば
、デバイスは、送信スキームがＣＲＳベースの送信スキームであると判定する。
【００６６】
　デバイスは、送信スキームを判定した後、１００８において、判定された送信スキーム
に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル信号による干渉を、受信された信号から除去
しうる。
【００６７】
　本開示の態様によれば、送信スキーム検出は、受信された信号のｙ＝１２×２行列を用
いることによって、この受信された信号の共分散を測定することを含む。ｉ＝０，１の場
合、ｙｉは、アンテナ０，１について受信された信号であり、ｙ＝　（１）ＳＣＩＤ＝０
：Ｓ１ａ，Ｓ２ａ；および
　（２）ＳＣＩＤ＝１：Ｓ１ｂ，Ｓ２ｂ
として表されうる。
【００６８】
　ここで、１および２は、直交多重化された２つの符号分割多重化（ＣＤＭ）符号に対応
する。
【００６９】
　ランク情報が用いられないのであれば、電力メトリックを計算するために使用されるア
ルゴリズムは、以下の通り示される。
【００７０】
　（３）電力メトリック＝ｍａｘ（（｜Ｓ１ａ＊　ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ａ＊　ｙｉ｜２，｜
Ｓ１ｂ＊　ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ｂ＊　ｙｉ｜２）／｜｜ｙｉ｜｜２

　ランク情報が用いられるのであれば、例えば、受信された信号のデータ部分の共分散を
測定することにより、ランク検出が適用される。
【００７１】
　ランク＝１が検出されると、
　（４）電力メトリック＝ｍａｘ（｜Ｓ１ａ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ２ａ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ
１ｂ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ２ｂ＊　ｙｉ｜２）／｜｜ｙｉ｜｜２

　ランク＝２が検出されると、
　（５）電力メトリック＝ｍａｘ（｜Ｓ１ａ＊　ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ａ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ
１ｂ＊　ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ｂ＊　ｙｉ｜２）／｜｜ｙｉ｜｜２

　電力メトリックを計算した後、送信スキームを判定するための判定規則が適用される。
【００７２】
　（６）判定規則：電力メトリック＞しきい値である場合はＵＥ－ＲＳであり、そうでな
い場合はＣＲＳである。
【００７３】
　上記の式（３）―（５）において、”＊”は、２つのベクトル間の内積を指す。さらに
、｜｜ｙｉ｜｜２は、ｙｉにおけるすべての要素のノルムの総和として定義される。時分
割デュプレクス（ＴＤＤ）の場合、前述したｍａｘ関数では、ＵＥ－ＲＳポート５のため
に、別の電力メトリックが計算されうる。
【００７４】
　本開示の態様によれば、受信された信号の送信スキームを判定するために、例えばＳＮ
Ｒメトリックのようなその他のメトリックが考慮されうる。
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【００７５】
　ランク情報が用いられない場合、ランク情報無しでＳＮＲメトリックおよび電力メトリ
ックを計算するために使用されるアルゴリズムは、以下のように示される。
【００７６】
　（７）電力ｉ＝ｍａｘ（｜Ｓ１ａ＊　ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ａ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ１ｂ＊　
ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ｂ＊　ｙｉ｜２）／１２；および
　（８）ＳＮＲメトリック＝（電力ｉ／（｜｜ｙｉ｜｜２－電力ｉ））のｉにわたる総和
　ランク情報が用いられるのであれば、例えば、受信された信号のデータ部分における共
分散を測定することによって、ランク検出が適用される。
【００７７】
　ランク＝１が検出されると、
　（９）電力ｉ＝ｍａｘ（｜Ｓ１ａ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ２ａ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ１ｂ＊　
ｙｉ｜２，｜Ｓ２ｂ＊　ｙｉ｜２）／１２；および
　（１０）ＳＮＲメトリック＝（電力ｉ／（｜｜ｙｉ｜｜２－電力ｉ））のｉにわたる総
和
　ランク＝２が検出されると、
　（１１）電力ｉ＝ｍａｘ（｜Ｓ１ａ＊　ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ａ＊　ｙｉ｜２，｜Ｓ１ｂ＊
　ｙｉ｜２＋｜Ｓ２ｂ＊　ｙｉ｜２）／１２；および
　（１２）ＳＮＲメトリック＝（電力ｉ／（｜｜ｙｉ｜｜２－電力ｉ））のｉにわたる総
和
　前述した式（７）―（１２）において、“ｉ”は、受信アンテナ・インデクスを表わす
。
【００７８】
　電力メトリックおよびＳＮＲメトリックを計算した後、送信スキームを判定するために
、判定規則が適用される。ここでは、
　（１３）判定規則：ＳＮＲメトリック＞しきい値である場合はＵＥ－ＲＳであり、そう
でない場合はＣＲＳである。
【００７９】
　ＤＣ成分のみが、信号電力のほとんどを含んでいると仮定されうる。
【００８０】
しかしながら、別の考えによる予測もなされうる。
【００８１】
　例えば、
　（１４）電力ｉ＝ｍａｘ（ｓｕｍｋ｜ａｋ＊　ｙｉ｜２，ｓｕｍｋ｜ｂｋ＊　ｙｉ｜２

）／１２；および
　（１５）ＳＮＲメトリック＝（電力ｉ／（｜｜ｙｉ｜｜２－電力ｉ））のｉにわたる総
和
　本開示の態様によれば、ＣＲＳ／ＵＥ－ＲＥ送信スキームを検出するアプローチは、前
述したような方式で、ＵＥ－ＲＳ電力に基づきうる。ＴＤＤについては、ＵＥ－ＲＳポー
ト５も考慮されうる。
【００８２】
　図１１は、無線通信における干渉を除去する方法を例示する図解１１００である。この
方法は、１または複数のパラメータを用いて、送信スキームがＣＲＳベースの送信スキー
ムであるか、または、ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであるかを判定することを含む。
この方法は、ＵＥによって、または、ｅＮＢから送信を受信するその他のデバイスによっ
て実行されうる。
【００８３】
　デバイスは、１１０２において、信号を受信する。ここで、受信された信号は、第１の
セルからの第１のセル信号と、第２のセルからの第２のセル信号とを含んでいる。実施で
は、第１のセルは低電力セルであり、第２のセルは高電力セルでありうる。第１のセルは
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、サービス提供セルであり、第２のセルは、非サービス提供セルでありうる。例えば、第
１のセルは、ピコ・セル、フェムト・セル、リレー、遠隔ラジオ・ヘッド等でありうる。
受信された信号は、第１のセルからのＰＤＳＣＨと、第２のセルからのＰＤＳＣＨとを含
みうる。
【００８４】
　デバイスは、１１０４において、第２のセル信号の送信スキームを検出する。デバイス
は、１１２０において、送信スキームを判定するために、受信された信号のランクを用い
るか否かを判定する。用いるのであれば、デバイスは、ステップ１１２２に進みうる。用
いないのであれば、デバイスは、ステップ１１２４に進む。ステップ１１２０はオプショ
ンであり、したがって、デバイスは、結果に基づいて、インラインで、Ａのみ、Ｂのみ、
またはＡとＢとを実行しうることが認識されるべきである。
【００８５】
　デバイスは、１１２２において、図１２に示されるステップを実行することに進む。デ
バイスは、１１２４において、図１３に示されるステップを実行することに進む。デバイ
スは、図１２の方法１２００または図１３の方法１３００から戻ると、１１０８において
、判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、第２のセル信号による干渉を
、受信された信号から除去する。
【００８６】
　図１２は、送信スキームを判定する方法を例示する図解１２００である。この方法は、
ＵＥによって、または、ｅＮＢからの送信を受信するその他のデバイスによって実行され
うる。
【００８７】
　デバイスは、１２０２において、受信された信号のトーンを検出する。デバイスは、１
２０４において、この受信された信号のデータ・トーンで観察されたランクを検出する。
デバイスは、１２０６において、この受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンで観察されたラ
ンクを検出する。デバイスは、１２０８において、ＣＲＳポートの数を決定する。
【００８８】
　実施では、デバイスは、データ・トーンで観察されたランクを検出した後、および、Ｃ
ＲＳポートの数を決定した後、１２１０において、データ・トーンで観察されたランクが
、ＣＲＳポートの数よりも多いのであれば、送信スキームが、ＵＥ－ＲＳベースの送信ス
キームであると判定する。
【００８９】
　別の実施では、デバイスは、データ・トーンで観察されたランクを検出した後、および
、ＣＲＳポートの数を決定した後、１２１２において、データ・トーンで観察されたラン
クが、ＣＲＳポートの数を超えず、ＣＲＳプリコードが、データ・トーンにおいて観察さ
れた共分散行列にならないのであれば、送信スキームが、ＵＥ－ＲＳベースの送信スキー
ムであると判定する。
【００９０】
　別の実施では、デバイスは、データ・トーンで観察されたランクを検出した後、および
、ＵＥ－ＲＳトーンで観察されたランクを検出した後、１２１４において、データ・トー
ンで観察されたランクが２よりも大きく、ＵＥ－ＲＳトーンで観察されたランクが、デー
タ・トーンで観察されたランクに等しくないのであれば、送信スキームがＣＲＳベースの
送信スキームであると判定する。
【００９１】
　送信スキームを判定した後、図１２の方法は、１１０８における処理のために、図１１
の方法に戻る（１２２０）。
【００９２】
　本開示の態様では、図１２に示すように、送信スキームを判定することは、受信された
信号のデータ・トーンで観察されたランクに基づきうる。
【００９３】
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　例えば、
　ランク＞＃ＣＲＳであれば、送信スキームはＵＥ－ＲＳベースであり、
　ランク≦＃ＣＲＳであれば、何れかのＣＲＳプリコーディングが、同じＲｙｙ（すなわ
ち、データ・トーンにおける共分散行列）になるか否かをチェックし、そうならないので
あれば、送信スキームはＵＥ－ＲＳベースとなり、
　ランク＝３または４であれば、ＵＥ－ＲＳトーンにおけるランクが、データ・トーンに
おけるランク未満であるか否かをチェックする。ランク＞２のＵＥ－ＲＳは、２つの異な
るＣＤＭグループに分割されるので、ＵＥ－ＲＳトーンにおけるランクは、データ・トー
ンにおけるランク未満である。ＣＲＳの場合、ＵＥ－ＲＳトーンおよびデータ・トーンに
おけるランクは、同じでありうる。
【００９４】
　図１３は、送信スキームを判定するための代替方法を例示する図解１３００である。以
下の方法は、任意の順序であることができ、各方法は、互いに独立して選択されうること
が認識されるべきである。
【００９５】
　図１３に示すように、この方法は、信号がＭＢＳＦＮサブフレームで受信されたか否か
を検出することを含みうる。この方法は、ＵＥによって、または、ｅＮＢからの送信を受
信するその他のデバイスによって実行されうる。
【００９６】
　ＵＥは、１３０４において、ＭＳＦＢＮサブフレームを検出しうる。信号が、ＭＢＳＦ
Ｎサブフレームで受信されたものとして検出された場合、ＵＥは、１３０６において、送
信スキームがＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであると判定しうる。送信スキームを判定
した後、図１３の方法は、１１０８における処理のために、図１１の方法に戻る（１３６
０）。
【００９７】
　本開示の態様では、図１３に示すように、送信スキームを判定することは、近隣セルの
ＭＢＳＦＮ構成に基づきうる。例えば、近隣セルがＭＢＳＦＮとして検出されると、近隣
セルは、これらサブフレームにおけるＵＥ－ＲＳを用いて、データのみを送信しうる。し
かしながら、ＵＥは、近隣セルのＭＢＳＦＮ構成を知らないかもしれず、ＭＢＳＦＮ検出
を達成するために、いくつかのＭＢＳＦＮ検出スキームを有する必要がありうる。
【００９８】
　図１３に示すように、この方法は、受信された信号の送信ダイバーシティ（ＴｘＤ）ス
キームを検出するか否かを判定することを含みうる。ＵＥは、１３１２において、この受
信された信号のＴｘＤスキームを検出し、この受信された信号のレート・マッチング・パ
ターン（ＲＭＰ）を検出する。ＵＥは、１３１４において、ＲＭＰおよびＴｘＤスキーム
の様子に基づいて、送信スキームが、ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであると判定しう
る。送信スキームを判定した後、図１３の方法は、１１０８における処理のために、図１
１の方法に戻る（１３６０）。
【００９９】
　本開示の態様では、図１３に示すように、サブフレームが、ＣＳＩ－ＲＳまたはミュー
トを有するサブフレームに対応することをＵＥが知っている、または、検出したのであれ
ば、ＵＥは、ＳＦＢＣ／ＳＦＢＣ－ＦＳＴＤスキームが使用されていることを検出するこ
とができうる。ｅＮＢが、例えばＳＦＢＣ／ＳＦＢＣ－ＦＳＴＤのような送信ダイバーシ
ティ・スキーム（ＴｘＤ）を用いる場合、ｅＮＢが、ＣＳＩ－ＲＳを含むシンボルあたり
にレート・マッチしなければならない、および／または、ミュートしなければならないミ
ュート・パターンおよびＣＳＩ－ＲＳの構成がある。ここで、ＳＦＢＣは、空間周波数ブ
ロック符号を称し、ＦＳＴＤは、周波数シフト時間ダイバーシティを称する。これらは、
他のＣＲＳベースの送信およびＵＥ－ＲＳベース送信についてはスキップされない。した
がって、ＵＥは、異なるリソース要素（ＲＥ）におけるＰＤＳＣＨ電力を測定しうる。そ
して、いくつかのＲＥがデータ送信のために使用されているか否かを判定しうる。ＵＥは
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、ＴｘＤスキームに対応するＲＥが使用されていなかったことを発見すると、このことを
、ＴｘＤスキームの使用に起因すると考えうる。
【０１００】
　図１３に示すように、この方法は、受信された信号の変調オーダ（ＭＯ）を検出するか
否かを判定することを含みうる。ＵＥは、１３２２において、この受信された信号のＵＥ
－ＲＳトーンにおけるＵＥ変調オーダを検出しうる。ＵＥは、１３２４において、ＭＯが
ＱＰＳＫではないのであれば、送信スキームがＣＲＳベースの送信スキームであると判定
しうる。送信スキームが判定された後、図１３の方法は、１１０８における処理のために
、図１１の方法に戻る（１３６０）。
【０１０１】
　図１３に示すように、この方法は、受信された信号のデータ信号電力（ＤＳＰ）を検出
するか否かを判定することを含みうる。ＵＥは、１３３２において、この受信された信号
のＵＥ－ＲＳトーンにおけるデータ・シンボル電力（ＤＳＰ）を検出しうる。ＵＥは、１
３３４において、データ・シンボル電力（ＤＳＰ）が、この受信された信号のＵＥ－ＲＳ
トーンをまたいで変化するのであれば、送信スキームが、ＣＲＳベースの送信スキームで
あると判定しうる。送信スキームを判定した後、図１３の方法は、１１０８における処理
のために、図１１の方法に戻る（１３６０）。
【０１０２】
　本開示の態様では、図１３に示すように、送信スキームを判定することは、受信された
信号のＵＥ－ＲＳトーンの変調オーダ（ＭＯ）に基づきうる。例えば、ＵＥ－ＲＳトーン
の変調オーダ（ＭＯ）がＱＰＳＫではないと判定された場合、または、すべてのトーンに
おいて１であるノルムを有する訳ではないデータ送信を示すＵＥ－ＲＳトーンをまたいで
データ・シンボル電力（ＤＳＰ）が変化した場合、ＣＲＳである可能性が高い。なぜなら
、ＵＥ－ＲＳパイロットは、ノルム１であるからである。
【０１０３】
　図１３に示すように、この方法は、受信された信号の物理ダウンリンク制御チャネル（
ＰＤＣＣＨ）を検出するか否かを判定することを含みうる。ＵＥは、１３４２において、
第２のセルのＰＤＣＣＨを復号しうる。ＵＥは、１３４４において、第２のセルの復号さ
れたＰＤＣＣＨに基づいて送信スキームを判定しうる。送信スキームを判定した後、図１
３の方法は、１１０８における処理のために、図１１の方法に戻る（１３６０）。
【０１０４】
　本開示の態様では、図１３に示すように、送信スキームを判定することは、近隣セルＰ
ＤＣＣＨを復号することに基づきうる。図１３に示すように、ＵＥは、１３５０において
、この受信された信号のデータ・トーンを検出しうる。ＵＥは、１３５２において、この
受信された信号のデータ・トーンにおける共分散を推定しうる。推定された共分散が、Ｃ
ＲＳベースのチャネル・コードブック、ＣＲＳベースのチャネルおよび送信ダイバーシテ
ィ・スキーム、および、ＣＲＳベースのチャネルおよびサイクリック遅延ダイバーシティ
・スキームのうちの少なくとも１つにも対応しないのであれば、ＵＥは、１３５４におい
て、送信スキームがＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであると判定しうる。送信スキーム
を判定した後、図１３の方法は、１１０８における処理のために、図１１の方法に戻る（
１３６０）。
【０１０５】
　本開示の態様では、図１３に示すように、送信スキームを判定することは、プリコーデ
ィング／Ｔｘスキーム検出に基づきうる。例えば、データ・トーンにおけるＲｙｙ（すな
わち、共分散行列）が推定され、Ｒｙｙが、ＣＲＳベースのチャネル許可コードブック、
ＣＲＳベースのチャネルおよびＴｘＤスキーム、および、ＣＲＳベースのチャネルおよび
ＬＤ－ＣＤＤスキームのうちの少なくとも１つにも対応しないのであれば、ＵＥは、送信
スキームがＵＥ－ＲＳベースであると判定する。
【０１０６】
　図１４は、典型的な装置１００における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータ
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・フローを例示する概念的なデータ・フロー図１４００である。装置１００は、第１のセ
ルおよび第２のセルからの入力信号１４１０を受信する受信モジュール１４０２を含む。
入力信号１４１０は、第１のセルからの第１のセル信号と、第２のセルからの第２のセル
信号とを含みうる。実施では、第１のセルは低電力セルであり、第２のセルは高電力セル
でありうる。第１のセルは、サービス提供セルであり、第２のセルは、非サービス提供セ
ルでありうる。例えば、第１のセルは、ピコ・セル、フェムト・セル、リレー、遠隔ラジ
オ・ヘッド等でありうる。入力信号は、第１のセルからのＰＤＳＣＨと、第２のセルから
のＰＤＳＣＨとを含みうる。受信モジュール１４０２はまた、受信された信号に関連する
信号１４３２の提供をも行う。
【０１０７】
　装置１００は、送信スキーム検出モジュール１４０４を含む。これは、信号１４３２を
受信し、第２のセル信号の送信スキームを検出する。送信スキーム検出モジュール１４０
４はまた、この受信された信号の、検出された送信スキームに関連する信号１４３４の提
供をも行う。
【０１０８】
　装置１００は、送信スキーム判定モジュール１４０６を含む。これは、信号１４３４を
受信し、送信スキームが、ＣＲＳベースの送信スキームであるか、ＵＥ－ＲＳベースの送
信スキームであるかを判定する。送信スキーム判定モジュール１４０６はさらに、受信さ
れた信号１４３４に基づいてメトリックを計算し、計算されたメトリックにしたがって、
送信スキームがＣＲＳベースの送信スキームであるか、または、ＵＥ－ＲＳベースの送信
スキームであるかを判定しうる。送信スキーム判定モジュール１４０６はまた、この受信
された信号の、判定された送信スキームに関連する信号１４３６の提供をも行う。
【０１０９】
　装置１００は、干渉除去モジュール１４０８を含む。これは、信号１４３６を受信し、
判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、第２のセル信号による干渉を、
この受信された信号から除去する。干渉除去モジュール１４０８はまた、この受信された
信号から除去された干渉に関連する出力信号１４２０を提供をも行う。
【０１１０】
　装置は、図１０－１３の前述したフローチャートのアルゴリズムのステップのおのおの
を実行する追加モジュールを含みうる。そのため、図１０－１３の前述したフローチャー
トの各ステップは、モジュールによって実行され、装置は、それらのモジュールのうちの
１または複数を含みうる。これらモジュールは、前述した処理／アルゴリズムを実行する
ように特別に構成された１または複数のハードウェア構成要素であるか、前述した処理／
アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実行されうるか、プロセッ
サによる実施のためにコンピュータ読取可能な媒体内に格納されうるか、またはこれらの
いくつかの組み合わせでありうる。
【０１１１】
　図１５は、処理システム１５１４を適用する装置１００’のためのハードウェア実装の
例を例示する図解である。処理システム１５１４は、一般にバス１５２４によって表され
るバス・アーキテクチャを用いて実現されうる。バス１５２４は、全体的な設計制約およ
び処理システム１５１４の特定のアプリケーションに依存して、任意の数の相互接続バス
およびブリッジを含みうる。バス１５２４は、プロセッサ１５０４、モジュール１４０２
，１４０４，１４０６，１４０８、およびコンピュータ読取可能な媒体１５０６によって
表される１または複数のプロセッサおよび／またはハードウェア・モジュールを含むさま
ざまな回路をともにリンクする。バス１５２４はさらに、例えば、タイミング・ソース、
周辺機器、電圧制御装置、および電力管理回路のようなその他さまざまな回路をリンクし
うる。これらは、当該技術分野で良く知られているので、さらなる説明はしない。
【０１１２】
　この装置は、トランシーバ１５１０に接続された処理システム１５１４を含む。トラン
シーバ１５１０は、１または複数のアンテナ１５２０に接続されうる。トランシーバ１５



(26) JP 6193315 B2 2017.9.6

10

20

30

40

50

１０は、送信媒体を介してその他さまざまな装置と通信するための手段を提供する。処理
システム１５１４は、コンピュータ読取可能な媒体１５０６に接続されたプロセッサ１５
０４を含む。プロセッサ１５０４は、コンピュータ読取可能な媒体１５０６に格納された
ソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１５０
４によって実行された場合、処理システム１５１４に対して、任意の特定の装置のために
記載されたさまざまな機能を実行させる。コンピュータ読取可能な媒体１５０６はまた、
ソフトウェアが実行されている場合に、プロセッサ１５０４によって操作されるデータを
格納するためにも使用されうる。処理システムはさらに、モジュール１４０２，１４０４
，１４０６，１４０８を含んでいる。これらモジュールは、プロセッサ１５０４において
動作するソフトウェア・モジュールでありうるか、コンピュータ読取可能な媒体１５０６
に常駐／格納されうるか、プロセッサ１５０４に接続された１または複数のハードウェア
・モジュールでありうるか、またはこれらのある組み合わせでありうる。実施では、処理
システム１５１４は、ユーザ機器（ＵＥ）の構成要素でありうる。そして、メモリ６６０
、および／または、ＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ
／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含みうる。
【０１１３】
　１つの構成では、無線通信のための装置１００／１００’は、信号を受信する手段と、
ここで、受信された信号は、第１のセルからの第１のセル信号と、第２のセルからの第２
のセル信号とを含む、第２のセル信号の送信スキームを検出する手段と、送信スキームが
、ＣＲＳベースの送信スキームであるか、ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームであるかを判
定する手段と、判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、第２のセル信号
による干渉を、この受信された信号から除去する手段と、を含む。
【０１１４】
　前述した手段は、前述した手段によって記載された機能を実行するように構成された装
置１００’の処理システム１５１４、および／または、装置１００の前述したモジュール
のうちの１または複数でありうる。前述したように、処理システム１５１４は、ＴＸプロ
セッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９を含みう
る。そのため、１つの構成では、前述した手段は、前述した手段によって記述された機能
を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコン
トローラ／プロセッサ６５９でありうる。
【０１１５】
　開示された処理のステップの具体的な順序または階層は、典型的なアプローチの例示で
あることが理解される。設計選択に基づいて、これら処理におけるステップの具体的な順
序または階層は、再構成されうることが理解される。さらに、いくつかのステップは、結
合または省略されうる。同伴する方法請求項は、さまざまなステップの要素を、サンプル
順で示しており、示された具体的な順序または階層に限定されないことが意味される。
【０１１６】
　前述した記載は、いかなる当業者であっても、ここで開示されたさまざまな態様を実現
できるように提供される。これらの態様に対するさまざまな変形例は、当業者に容易に明
らかになり、本明細書に定義された一般的な原理は、他の態様にも適用可能である。した
がって、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されず、請求項の文言と首尾
一貫したすべての範囲が与えられることが意図されており、ここで、単数形による要素へ
の参照は、もしも明確に述べられていないのであれば、「１および１のみ」を意味するの
ではなく、「１または複数」を意味することが意図されている。特に明記されていない限
り、用語「いくつか」は、１または複数を称する。当業者に周知であるか、または、後に
周知になるべき本開示を通じて記載されたさまざまな態様の要素に対するすべての構造的
および機能的な等価物が、参照によって本明細書に明確に組み込まれており、請求項に含
められていると意図される。さらに、本明細書で開示されたいずれも、このような開示が
請求項において明示的に述べられているかに関わらず、公衆に対して放棄されたものとは
意図されていない。請求項の要素が、「～する手段」という文言を用いて明示的に示され
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ていないのであれば、請求項の何れの要素も、ミーンズ・プラス・ファンクション（ｍｅ
ａｎｓ　ｐｌｕｓ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）として解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　無線通信における干渉を除去する方法であって、
　信号を受信することと、ここで、前記受信された信号は、第１のセルからの第１のセル
信号と、第２のセルからの第２のセル信号と備える、
　前記第２のセル信号の送信スキームを検出することと、
　前記送信スキームが、共通基準信号（ＣＲＳ）ベースの送信スキームであるか、または
、ユーザ機器基準信号（ＵＥ－ＲＳ）ベースの送信スキームであるかを判定することと、
　前記判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセル信号によ
る干渉を、前記受信された信号から除去することと、
を備える方法。
　［２］　前記第１のセルは低電力セルであり、前記第２のセルは高電力セルである、［
１］に記載の方法。
　［３］　前記第１のセルはサービス提供セルであり、前記第２のセルは非サービス提供
セルである、［１］に記載の方法。
　［４］　前記受信された信号は、前記第１のセルからの物理ダウンリンク共有チャネル
（ＰＤＳＣＨ）と、前記第２のセルからのＰＤＳＣＨとを備える、［１］に記載の方法。
　［５］　前記判定することは、
　　前記受信された信号のメトリックを計算することと、
　　前記計算されたメトリックに基づいて、前記送信スキームを判定することとを備え、
　前記メトリックは、ＵＥ－ＲＳトーンにおける前記受信された信号、許可された拡散シ
ーケンスおよびスクランブリング・シーケンス、決定されたランク、または可能なランク
の関数である、［１］に記載の方法。
　［６］　前記計算されたメトリックは、前記受信された信号の電力メトリックであり、
　前記判定することはさらに、
　　前記電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳベ
ースの送信スキームを備えていると判定することと
を備える、［５］に記載の方法。
　［７］　前記計算されたメトリックは、前記受信された信号の電力メトリックであり、
　前記判定することはさらに、
　　前記計算された電力メトリックを用いて信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリックを計算す
ることと、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記
ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳ
ベースの送信スキームを備えていると判定することと
を備える、［５］に記載の方法。
　［８］　前記判定することは、
　　前記メトリックを計算する前に、前記受信された信号のデータ・トーンを用いて、前
記受信された信号に関連付けられた１または複数のランクを検出することと、
　　前記検出された１または複数のランクと前記計算されたメトリックとに基づいて、前
記送信スキームを判定することと
を備える、［５］に記載の方法。
　［９］　前記判定することはさらに、
　　前記受信された信号のデータ部分における共分散を測定することにより、前記受信さ
れた信号に関連付けられたランクを検出することと、
　　前記ランクを用いて、前記受信された信号の電力メトリックを計算することと、
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　　前記電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳベ
ースの送信スキームを備えていると判定することと
を備える、［８］に記載の方法。
　［１０］　前記判定することはさらに、
　　前記受信された信号のデータ部分における共分散を測定することにより、前記受信さ
れた信号に関連付けられたランクを検出することと、
　　前記ランクを用いて、電力メトリックを計算することと、
　　前記計算された電力メトリックを用いて、信号対雑音（ＳＮＲ）メトリックを計算す
ることと、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記
ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳ
ベースの送信スキームを備えていると判定することと
を備える、［８］に記載の方法。
　［１１］　前記判定することは、
　　前記受信された信号のデータ・トーンで観察されたランクを検出することと、
　　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンで観察されたランクを検出することと、
　　ＣＲＳポートの数を決定することと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数よりも大きいので
あれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定す
ることと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数を超えず、ＣＲＳ
プリコーディングが前記データ・トーンで観察された共分散行列にならないのであれば、
前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと
、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが２よりも大きく、前記ＵＥ－ＲＳトーンで
観察されたランクが、前記データ・トーンで観察されたランクに等しくないのであれば、
前記送信スキームが前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと
を備える、［１］に記載の方法。
　［１２］　前記判定することは、
　　前記信号が単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームによるマルチメディ
ア・ブロードキャストで受信されたか否か、前記受信された信号の送信ダイバーシティ・
スキーム、前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおける変調オーダ、前記受信された
信号のＵＥ－ＲＳトーンのデータ・シンボル電力、前記受信された信号のデータ・トーン
、または、前記第２のセルの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のうちの少な
くとも１つを検出することと、
　　前記信号が、ＭＢＳＦＮサブフレームで受信されたものとして検出された場合、前記
送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと
を備える、［１］に記載の方法。
　［１３］　前記受信された信号の送信ダイバーシティ・スキームが検知された場合、前
記判定することは、
　　前記受信された信号のレート・マッチング・パターンを検出することと、
　　前記レート・マッチング・パターンと前記送信ダイバーシティ・スキームの様子に基
づいて、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定す
ることと
を備える、［１２］に記載の方法。
　［１４］　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいて変調オーダが検出された場
合、前記判定することは、
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　前記変調オーダが直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）ではないのであれば
、前記送信スキームが前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定すること
を備える、［１３］に記載の方法。
　［１５］　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいてデータ・シンボル電力が検
出された場合、前記判定することは、
　前記データ・シンボル電力が前記ＵＥ－ＲＳトーンをまたいで変化するのであれば、前
記送信スキームは前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定すること
を備える、［１４］に記載の方法。
　［１６］　前記受信された信号のデータ・トーンが検出された場合、前記判定すること
は、
　　前記受信された信号のデータ・トーンにおける共分散を推定することと、
　　前記推定された共分散が、ＣＲＳベースのチャネル・コードブックと、ＣＲＳベース
のチャネルおよび送信ダイバーシティ・スキームと、ＣＲＳベースのチャネルおよびサイ
クリック遅延ダイバーシティ・スキームとのうちの少なくとも１つにも対応していないの
であれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定
することと
を備える、［１５］に記載の方法。
　［１７］　前記第２のセルのＰＤＣＣＨが検出された場合、前記判定することは、
　　前記第２のセルのＰＤＣＣＨを復号することと、
　　前記第２のセルの前記復号されたＰＤＣＣＨに基づいて、前記送信スキームを判定す
ることと
を備える、［１６］に記載の方法。
　［１８］　無線通信における干渉を除去する装置であって、
　信号を受信することと、ここで、前記受信された信号は、第１のセルからの第１のセル
信号と、第２のセルからの第２のセル信号と備える、
　前記第２のセル信号の送信スキームを検出することと、
　前記送信スキームが、共通基準信号（ＣＲＳ）ベースの送信スキームであるか、または
、ユーザ機器基準信号（ＵＥ－ＲＳ）ベースの送信スキームであるかを判定することと、
　前記判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセル信号によ
る干渉を、前記受信された信号から除去することと、
を実行するように構成された処理システム
を備える装置。
　［１９］　前記第１のセルは低電力セルであり、前記第２のセルは高電力セルである、
［１８］に記載の装置。
　［２０］　前記第１のセルはサービス提供セルであり、前記第２のセルは非サービス提
供セルである、［１８］に記載の装置。
　［２１］　前記受信された信号は、前記第１のセルからの物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）と、前記第２のセルからのＰＤＳＣＨとを備える、［１８］に記載の装
置。
　［２２］　前記処理システムはさらに、
　　前記受信された信号のメトリックを計算することと、
　　前記計算されたメトリックに基づいて前記送信スキームを判定することと、
を実行するように構成され、
　前記メトリックは、ＵＥ－ＲＳトーンにおける前記受信された信号、許可された拡散シ
ーケンスおよびスクランブリング・シーケンス、決定されたランク、または可能なランク
の関数である、［１８］に記載の装置。
　［２３］　前記計算されたメトリックは、前記受信された信号の電力メトリックであり
、
　前記処理システムはさらに、
　　前記電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記Ｕ
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Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳベ
ースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［２２］に記載の装置。
　［２４］　前記計算されたメトリックは、前記受信された信号の電力メトリックであり
、
　前記処理システムはさらに、
　　前記計算された電力メトリックを用いて、信号対雑音（ＳＮＲ）メトリックを計算す
ることと、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記
ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳ
ベースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［２２］に記載の装置。
　［２５］　前記処理システムはさらに、
　　前記メトリックを計算する前に、前記受信された信号のデータ・トーンを用いて、前
記受信された信号に関連付けられた１または複数のランクを検出することと、
　　前記検出された１または複数のランクと前記計算されたメトリックとに基づいて、前
記送信スキームを判定することと、
を実行するように構成された、［２２］に記載の装置。
　［２６］　前記処理システムはさらに、
　　前記受信された信号のデータ部分における共分散を測定することにより、前記受信さ
れた信号に関連付けられたランクを検出することと、
　　前記ランクを用いて、前記受信された信号の電力メトリックを計算することと、
　　前記電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳベ
ースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［２５］に記載の装置。
　［２７］　前記処理システムはさらに、
　　前記受信された信号のデータ部分における共分散を測定することにより、前記受信さ
れた信号に関連付けられたランクを検出することと、
　　前記ランクを用いて、電力メトリックを計算することと、
　　前記計算された電力メトリックを用いて、信号対雑音（ＳＮＲ）メトリックを計算す
ることと、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記
ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳ
ベースの送信スキームを備えていると判定することと
を実行するように構成された、［２５］に記載の装置。
　［２８］　前記処理システムはさらに、
　　前記受信された信号のデータ・トーンで観察されたランクを検出することと、
　　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンで観察されたランクを検出することと、
　　ＣＲＳポートの数を決定することと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数よりも大きいので
あれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定す
ることと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数を超えず、ＣＲＳ
プリコーディングが前記データ・トーンで観察された共分散行列にならないのであれば、
前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと
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、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが２よりも大きく、前記ＵＥ－ＲＳトーンで
観察されたランクが、前記データ・トーンで観察されたランクに等しくないのであれば、
前記送信スキームが前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［１８］に記載の装置。
　［２９］　前記処理システムはさらに、
　　前記信号が単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームによるマルチメディ
ア・ブロードキャストで受信されたか否か、前記受信された信号の送信ダイバーシティ・
スキーム、前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおける変調オーダ、前記受信された
信号のＵＥ－ＲＳトーンのデータ・シンボル電力、前記受信された信号のデータ・トーン
、または、前記第２のセルの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のうちの少な
くとも１つを検出することと、
　　前記信号が、ＭＢＳＦＮサブフレームで受信されたものとして検出された場合、前記
送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［１８］に記載の装置。
　［３０］　前記受信された信号の送信ダイバーシティ・スキームが検出された場合、前
記処理システムはさらに、
　　前記受信された信号のレート・マッチング・パターンを検出することと、
　　前記レート・マッチング・パターンと前記送信ダイバーシティ・スキームの様子に基
づいて、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定す
ることと、
を実行するように構成された、［２９］に記載の装置。
　［３１］　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいて変調オーダが検出された場
合、前記処理システムはさらに、
　前記変調オーダが直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）ではないのであれば
、前記送信スキームが前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することを実
行するように構成された、［３０］に記載の装置。
　［３２］　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいてデータ・シンボル電力が検
出された場合、前記処理システムはさらに、
　前記データ・シンボル電力が前記ＵＥ－ＲＳトーンをまたいで変化するのであれば、前
記送信スキームは前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することを実行す
るように構成された、［３１］に記載の装置。
　［３３］　前記受信された信号のデータ・トーンが検出された場合、前記処理システム
はさらに、
　　前記受信された信号のデータ・トーンにおける共分散を推定することと、
　　前記推定された共分散が、ＣＲＳベースのチャネル・コードブックと、ＣＲＳベース
のチャネルおよび送信ダイバーシティ・スキームと、ＣＲＳベースのチャネルおよびサイ
クリック遅延ダイバーシティ・スキームとのうちの少なくとも１つにも対応していないの
であれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定
することと、
を実行するように構成された、［３２］に記載の装置。
　［３４］　前記第２のセルのＰＤＣＣＨが検出された場合、前記処理システムはさらに
、
　　前記第２のセルのＰＤＣＣＨを復号することと、
　　前記第２のセルの前記復号されたＰＤＣＣＨに基づいて、前記送信スキームを判定す
ることと、
を実行するように構成された、［３３］に記載の装置。
　［３５］　無線通信における干渉を除去する装置であって、
　信号を受信する手段と、ここで、前記受信された信号は、第１のセルからの第１のセル
信号と、第２のセルからの第２のセル信号と備える、



(32) JP 6193315 B2 2017.9.6

10

20

30

40

50

　前記第２のセル信号の送信スキームを検出する手段と、
　前記送信スキームが、共通基準信号（ＣＲＳ）ベースの送信スキームであるか、または
、ユーザ機器基準信号（ＵＥ－ＲＳ）ベースの送信スキームであるかを判定する手段と、
　前記判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセル信号によ
る干渉を、前記受信された信号から除去する手段と、
を備える装置。
　［３６］　前記第１のセルは低電力セルであり、前記第２のセルは高電力セルである、
［３５］に記載の装置。
　［３７］　前記第１のセルはサービス提供セルであり、前記第２のセルは非サービス提
供セルである、［３５］に記載の装置。
　［３８］　前記受信された信号は、前記第１のセルからの物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）と、前記第２のセルからのＰＤＳＣＨとを備える、［３５］に記載の装
置。
　［３９］　前記決定する手段は、
　　前記受信された信号のメトリックを計算することと、
　　前記計算されたメトリックに基づいて前記送信スキームを判定することと
を実行するように構成され、
　前記メトリックは、ＵＥ－ＲＳトーンにおける前記受信された信号、許可された拡散シ
ーケンスおよびスクランブリング・シーケンス、決定されたランク、または可能なランク
の関数である、［３５］に記載の装置。
　［４０］　前記計算されたメトリックは、前記受信された信号の電力メトリックであり
、
　前記判定する手段は、
　　前記電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳベ
ースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［３９］に記載の装置。
　［４１］　前記計算されたメトリックは、前記受信された信号の電力メトリックであり
、
　前記判定する手段は、
　　前記計算された電力メトリックを用いて、信号対雑音（ＳＮＲ）メトリックを計算す
ることと、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記
ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳ
ベースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［３９］に記載の装置。
　［４２］　前記判定する手段は、
　　前記メトリックを計算する前に、前記受信された信号のデータ・トーンを用いて、前
記受信された信号に関連付けられた１または複数のランクを検出することと、
　　前記検出された１または複数のランクと前記計算されたメトリックとに基づいて、前
記送信スキームを判定することと、
を実行するように構成された、［３９］に記載の装置。
　［４３］　前記判定する手段はさらに、
　　前記受信された信号のデータ部分における共分散を測定することにより、前記受信さ
れた信号に関連付けられたランクを検出することと、
　　　前記ランクを用いて、前記受信された信号の電力メトリックを計算することと、
　　前記電力メトリックがしきい値よりも大きいのであれば、前記送信スキームが前記Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
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　　前記電力メトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳベ
ースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［４２］に記載の装置。
　［４４］　前記判定する手段はさらに、
　　前記受信された信号のデータ部分における共分散を測定することにより、前記受信さ
れた信号に関連付けられたランクを検出することと、
　　前記ランクを用いて、電力メトリックを計算することと、
　　前記計算された電力メトリックを用いて、信号対雑音（ＳＮＲ）メトリックを計算す
ることと、
　　前記ＳＮＲメトリックがしきい値より大きいのであれば、前記送信スキームが前記Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
　　前記ＳＮＲメトリックが前記しきい値以下であれば、前記送信スキームが前記ＣＲＳ
ベースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［４２］に記載の装置。
　［４５］　前記判定する手段は、
　　前記受信された信号のデータ・トーンで観察されたランクを検出することと、
　　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンで観察されたランクを検出することと、
　　ＣＲＳポートの数を決定することと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数よりも大きいので
あれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定す
ることと、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが、前記ＣＲＳポートの数を超えず、ＣＲＳ
プリコーディングが前記データ・トーンで観察された共分散行列にならないのであれば、
前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと
、
　　前記データ・トーンで観察されたランクが２よりも大きく、前記ＵＥ－ＲＳトーンで
観察されたランクが、前記データ・トーンで観察されたランクに等しくないのであれば、
前記送信スキームが前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［３５］に記載の装置。
　［４６］　前記判定する手段は、
　　前記信号が単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームによるマルチメディ
ア・ブロードキャストで受信されたか否か、前記受信された信号の送信ダイバーシティ・
スキーム、前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおける変調オーダ、前記受信された
信号のＵＥ－ＲＳトーンのデータ・シンボル電力、前記受信された信号のデータ・トーン
、または、前記第２のセルの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のうちの少な
くとも１つを検出することと、
　　前記信号が、ＭＢＳＦＮサブフレームで受信されたものとして検出された場合、前記
送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することと、
を実行するように構成された、［３５］に記載の装置。
　［４７］　前記受信された信号の送信ダイバーシティが検出された場合、前記判定する
手段は、
　　前記受信された信号のレート・マッチング・パターンを検出することと、
　　前記レート・マッチング・パターンと前記送信ダイバーシティ・スキームの様子に基
づいて、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定す
ることと、
を実行するように構成された、［４６］に記載の装置。
　［４８］　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいて変調オーダが検出された場
合、前記判定する手段は、
　前記変調オーダが直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）ではないのであれば
、前記送信スキームが前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することを実
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　［４９］　前記受信された信号のＵＥ－ＲＳトーンにおいてデータ・シンボル電力が検
出された場合、前記判定する手段は、
　前記データ・シンボル電力が前記ＵＥ－ＲＳトーンをまたいで変化するのであれば、前
記送信スキームは前記ＣＲＳベースの送信スキームを備えていると判定することを実行す
るように構成された、［４８］に記載の装置。
　［５０］　前記受信された信号のデータ・トーンが検出された場合、前記判定する手段
は、
　　前記受信された信号のデータ・トーンにおける共分散を推定することと、
　　前記推定された共分散が、ＣＲＳベースのチャネル・コードブックと、ＣＲＳベース
のチャネルおよび送信ダイバーシティ・スキームと、ＣＲＳベースのチャネルおよびサイ
クリック遅延ダイバーシティ・スキームとのうちの少なくとも１つにも対応していないの
であれば、前記送信スキームが前記ＵＥ－ＲＳベースの送信スキームを備えていると判定
することと、
を実行するように構成された、［４９］に記載の装置。
　［５１］　前記第２のセルのＰＤＣＣＨが検出された場合、前記判定する手段は、
　　前記第２のセルのＰＤＣＣＨを復号することと、
　　前記第２のセルの前記復号されたＰＤＣＣＨに基づいて、前記送信スキームを判定す
ることと、
を実行するように構成された、［５０］に記載の装置。
　［５２］　コンピュータ・プログラム製品であって、
　信号を受信することと、ここで、前記受信された信号は、第１のセルからの第１のセル
信号と、第２のセルからの第２のセル信号と備える、
　前記第２のセル信号の送信スキームを検出することと、
　前記送信スキームが、共通基準信号（ＣＲＳ）ベースの送信スキームであるか、または
、ユーザ機器基準信号（ＵＥ－ＲＳ）ベースの送信スキームであるかを判定することと、
　前記判定された送信スキームに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセル信号によ
る干渉を、前記受信された信号から除去することと、
を装置に対してさせるように実行可能なコードを備えたコンピュータ読取可能な媒体、を
備えるコンピュータ・プログラム製品。



(35) JP 6193315 B2 2017.9.6

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(36) JP 6193315 B2 2017.9.6

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(37) JP 6193315 B2 2017.9.6

【図９】 【図９Ａ】

【図１０】 【図１１】



(38) JP 6193315 B2 2017.9.6

【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】



(39) JP 6193315 B2 2017.9.6

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  カピル・バッタッド
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  イー・ファン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  タオ・ルオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５
(72)発明者  テサン・ヨ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５

    審査官  岡　裕之

(56)参考文献  米国特許出願公開第２０１１／００３８３３０（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２０１３－５０２１１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１４－５３４７６５（ＪＰ，Ａ）　　　
              Panasonic，Possibility of UE side ICI cancellation in Hetnet，  3GPP TSG-RAN WG1#60   
               R1-101274，２０１０年　２月２６日

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｌ　　２７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｂ　　　７／０４１３　　
              Ｈ０４Ｂ　　　７／０６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　１６／０２　　　　
              ＩＥＥＥ　Ｘｐｌｏｒｅ
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－２
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

